




令和２年度四国地区大学教職員能力開発ネットワーク活動報告書 （資料編）目次

ＳＰＯＤ内講師派遣プログラム概要 1

カリキュラムの編成の原理 9 6月18日（木）
松山東雲女子大学・松山東雲短期大
学

３つのポリシー（ディプロマポリシー、カリキュラムポリシー、アドミッションポリシー）の開発
と一貫性構築手法

15 7月17日（金） 人間環境大学松山看護学部

組織の力を引き出す観察力養成講座 19 7月30日（木） 弓削商船高等専門学校

基礎から学ぶ学習評価法 26 8月6日（木） 香川県立保健医療大学

職員のための企画力養成講座 30 9月9日（水）
徳島文理大学・徳島文理大学短期大
学部

ティーチング・ポートフォリオ入門～教育実践のリフレクション～ 35 9月18日（金） 高松大学・高松短期大学

高等教育機関の職員に必要な能力と専門性 42 10月1日（木） 今治明徳短期大学

学生の学ぶ意欲を引き出す授業とは？ 47 10月2日（金） 岡山理科大学獣医学部

高等教育機関の職員に必要な能力と専門性 50 10月14日（水） 四国大学・四国大学短期大学部

発達障害のある学生に配慮した授業づくり 55 10月15日（木） 徳島大学

危機管理ケーススタディによる、学生支援体制の構築 59 10月21日（水） 高知大学

受講生が楽しく集中して参加する授業の雰囲気作り 64 10月30日（金） 徳島工業短期大学

基礎から学ぶ学習評価法 68 11月10日（火） 高知県立大学・高知工科大学

やってみよう！テキストマイニング 73 11月17日（火）
高知学園大学・高知学園短期大学・
高知リハビリテーション専門職大学

事例から考えるハラスメント 79 11月19日（木） 香川高等専門学校

ティーチング・ポートフォリオ入門～教育実践のリフレクション～ 84 11月25日（水）
聖カタリナ大学・聖カタリナ大学短期
大学部

学生の学ぶ意欲を引き出す授業とは？ 89 11月25日（水） 新居浜工業高等専門学校

後輩の成長を促すコーチング 94 12月1日（火） 高知工業高等専門学校

フィードバック入門（３時間） 99 12月9日（水） 愛媛大学

障がいを有する学生の理解と支援 104 1月22日（金） 阿南工業高等専門学校

発達障害のある学生に配慮した授業づくり 109 2月10日（水） 愛媛県立医療技術大学

アクティブラーニング実践（だれでもできる！グループワークのためのファシリテーション） 113 3月2日（火） 香川大学

ティーチング・ポートフォリオ入門～教育実践のリフレクション～ 119 3月16日（火） 香川短期大学

ＳＰＯＤ内講師派遣事業年度末アンケート集計結果 123

授業設計ワークショップ　実施要項、日程表、アンケート結果 128 8月20日（木） ～21日（金） 徳島大学

授業デザインワークショップ（第34回）　実施要項、日程表、アンケート結果 142 7月4日（土）～24日（金） 愛媛大学（オンライン開催）

学生の学びを支援する授業準備ワークショップ　実施要項、日程表、チラシ、アンケート
結果

148
9月9日（水）同期型
8月17日（月）～9月4日（金）非
同期

高知大学（オンライン開催）

第11回「よりよい授業のためのFDワークショップ」　実施要項、日程表、アンケート結果 158 9月14日（月）～15日（火） 香川大学

ティーチング・ポートフォリオ作成ワークショップ　実施要項、日程表、アンケート結果 165 7月11日（土）～12日（日） 愛媛大学

大学人・社会人としての基礎力養成プログラム（新任職員）　実施要項、日程表、アン
ケート結果

175 11月4日（水）～6日（金） 愛媛大学（オンライン開催）

大学人・社会人としての基礎力養成プログラム（レベルⅡ）　実施要項、日程表、アン
ケート結果

195 11月26日（木）～27日（金） 愛媛大学（オンライン開催）

大学人・社会人としての基礎力養成プログラム（レベルⅢ）　実施要項、日程表、アン
ケート結果

206 9月16日（水）～18日（金） 愛媛大学（オンライン開催）

四国地区大学教職員能力開発ネットワークにおけるスタッフ・ディベロップメント・コーディ
ネーターの資格認定に関する申合せ

217

総会関係 223 3月29日（月）
オンライン開催（Zoom）
※感染症拡大防止のため，対面中止

ネットワークコア運営協議会　（第１回～第７回） 224
遠隔（テレビ会議orZoom）：各コア校
※感染症拡大防止のため，対面中止

県内加盟校会議(徳島県　Ｔ－ＳＰＯＤ会議） 242 11月18日（水） 徳島大学（オンライン開催）Zoom

日　　程 開催大学
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概
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N
o

R
2

新
規

プ
ロ

グ
ラ

ム
名

キ
ー

ワ
ー

ド
内

容
概

要

コ
ン

サ
ル

テ
ー

シ
ョ

ン
1

S
P

O
D

課
題

発
見

コ
ン

サ
ル

テ
ー

シ
ョ

ン
コ

ン
サ

ル
テ

ィ
ン

グ

Ｆ
Ｄ

・
Ｓ

Ｄ
の

現
状

と
課

題
に

関
す

る
情

報
交

換
、

成
功

事
例

の
紹

介
等

を
行

い
な

が
ら

当
該

組
織

に
お

い
て

Ｆ
Ｄ

・
Ｓ

Ｄ
を

効
果

的
に

進
め

る
た

め
の

コ
ン

サ
ル

テ
ィ

ン
グ

を
行

い
ま

す
。

Ｆ
Ｄ

・
Ｓ

Ｄ
に

取
り

組
ん

で
い

る
が

マ
ン

ネ
リ

化
し

て
き

た
、

担
当

者
が

行
き

詰
っ

て
い

る
な

ど
の

課
題

が
あ

る
場

合
に

最
適

な
プ

ロ
グ

ラ
ム

で
す

。
教

職
員

全
員

を
対

象
と

せ
ず

、
管

理
職

や
Ｆ

Ｄ
・
Ｓ

Ｄ
担

当
者

等
と

小
規

模
の

デ
ィ

ス
カ

ッ
シ

ョ
ン

形
式

で
実

施
し

ま
す

。

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

改
善

2
３

つ
の

ポ
リ

シ
ー

（
デ

ィ
プ

ロ
マ

ポ
リ

シ
ー

、
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
ポ

リ
シ

ー
、

ア
ド

ミ
ッ

シ
ョ

ン
ポ

リ
シ

ー
）
の

開
発

と
一

貫
性

構
築

手
法

３
つ

の
ポ

リ
シ

ー
、

ア
セ

ス
メ

ン
ト

の
ポ

リ
シ

ー
、

中
教

審
の

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

２
０

１
６

年
３

月
末

に
中

教
審

の
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
が

提
示

さ
れ

、
２

０
１

７
年

度
か

ら
は

学
校

教
育

法
施

行
規

則
で

３
つ

の
ポ

リ
シ

ー
（
デ

ィ
プ

ロ
マ

ポ
リ

シ
ー

、
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
ポ

リ
シ

ー
、

ア
ド

ミ
ッ

シ
ョ

ン
ポ

リ
シ

ー
）
の

策
定

と
公

表
が

義
務

付
け

ら
れ

ま
し

た
。

ど
の

大
学

等
も

３
つ

の
ポ

リ
シ

ー
を

明
文

化
し

て
い

る
は

ず
で

す
が

、
例

え
ば

履
修

系
統

図
や

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

・
チ

ェ
ッ

ク
リ

ス
ト

な
ど

、
明

文
化

さ
れ

た
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
ポ

リ
シ

ー
を

よ
り

詳
細

に
説

明
す

る
ツ

ー
ル

も
い

ろ
い

ろ
あ

り
ま

す
。

愛
媛

大
学

な
ど

の
事

例
を

紹
介

し
つ

つ
、

３
つ

の
ポ

リ
シ

ー
を

ど
う

や
っ

て
策

定
し

、
教

育
改

革
の

た
め

に
ど

の
よ

う
に

活
用

し
て

ゆ
く
べ

き
な

の
か

、
み

な
さ

ん
と

考
え

ま
す

。

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

改
善

3
授

業
ア

ン
ケ

ー
ト

を
見

直
し

ま
せ

ん
か

？
～

ア
ン

ケ
ー

ト
の

効
果

的
実

施
と

活
用

方
法

～
授

業
ア

ン
ケ

ー
ト

授
業

ア
ン

ケ
ー

ト
は

、
日

本
に

お
い

て
最

も
一

般
的

な
授

業
改

善
の

一
つ

だ
と

言
え

ま
す

。
一

方
で

、
形

式
的

な
実

施
に

陥
っ

て
い

る
（
マ

ン
ネ

リ
化

）
と

い
う

声
も

聞
き

ま
す

。
「
や

り
っ

ぱ
な

し
」
に

せ
ず

、
効

果
的

に
実

施
す

る
た

め
に

は
、

ど
う

し
た

ら
よ

い
の

で
し

ょ
う

か
。

ま
た

そ
の

結
果

を
ど

の
よ

う
に

活
用

し
た

ら
よ

い
の

で
し

ょ
う

か
。

本
プ

ロ
グ

ラ
ム

で
は

、
国

内
外

の
様

々
な

事
例

を
紹

介
し

な
が

ら
、

上
記

の
問

い
を

考
え

て
い

き
ま

す
。

開
催

校
の

ア
ン

ケ
ー

ト
を

持
参

い
た

だ
け

れ
ば

、
項

目
の

検
討

を
行

う
ワ

ー
ク

を
入

れ
る

こ
と

が
で

き
ま

す
。

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

改
善

4
◯

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

評
価

の
基

礎
知

識
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
、

ア
セ

ス
メ

ン
ト

、
学

習
成

果
の

可
視

化

現
状

の
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
を

改
善

す
る

た
め

に
は

、
適

切
な

基
準

や
方

法
で

学
習

の
過

程
や

成
果

、
そ

し
て

実
施

方
法

を
評

価
す

る
必

要
が

あ
り

ま
す

。
ま

た
、

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

を
評

価
す

る
に

は
、

そ
の

方
針

や
方

法
を

ア
セ

ス
メ

ン
ト

ポ
リ

シ
ー

な
ど

の
形

で
組

織
的

に
定

め
て

お
く
必

要
が

あ
り

ま
す

。
本

プ
ロ

グ
ラ

ム
で

は
、

ア
セ

ス
メ

ン
ト

ポ
リ

シ
ー

の
作

成
や

見
直

し
の

た
め

の
方

法
に

つ
い

て
考

え
る

と
と

も
に

、
デ

ー
タ

に
基

づ
く
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
の

評
価

方
法

や
、

そ
の

結
果

を
改

善
に

向
け

た
意

思
決

定
に

つ
な

げ
る

た
め

の
方

法
に

つ
い

て
、

講
義

と
ワ

ー
ク

を
通

じ
て

学
習

し
ま

す
。

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

改
善

5
◯

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

の
編

成
の

原
理

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

、
裁

量
と

制
約

条
件

、
編

成
原

理
、

履
修

原
理

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

は
、

高
等

教
育

機
関

の
教

育
理

念
や

教
育

目
的

に
そ

っ
て

教
職

員
が

主
体

的
に

編
成

す
る

も
の

で
す

。
高

等
教

育
機

関
に

お
け

る
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
の

構
成

要
素

を
把

握
し

、
教

育
の

質
保

証
に

向
け

た
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
を

編
成

す
る

上
で

の
さ

ま
ざ

ま
な

工
夫

と
課

題
を

理
解

す
る

こ
と

が
で

き
よ

う
よ

う
に

な
り

ま
す

。

授
業

改
善

・
教

授
法

6
学

生
の

学
び

を
促

す
シ

ラ
バ

ス
の

書
き

方
シ

ラ
バ

ス
、

（
教

授
法

、
評

価
）
、

授
業

デ
ザ

イ
ン

シ
ラ

バ
ス

は
、

授
業

デ
ザ

イ
ン

の
基

礎
で

あ
り

、
よ

り
良

い
シ

ラ
バ

ス
を

作
る

こ
と

は
よ

り
良

い
授

業
を

作
る

た
め

の
出

発
点

と
な

り
ま

す
。

し
か

し
、

シ
ラ

バ
ス

を
作

る
た

め
に

は
、

様
々

な
授

業
形

態
、

評
価

方
法

と
い

っ
た

知
識

が
な

け
れ

ば
な

り
ま

せ
ん

。
ま

た
、

授
業

全
体

を
わ

か
り

や
す

く
構

築
す

る
デ

ザ
イ

ン
力

も
必

要
と

な
り

ま
す

。
本

プ
ロ

グ
ラ

ム
で

は
、

参
加

者
の

皆
さ

ん
に

良
い

授
業

の
ヒ

ン
ト

を
持

ち
帰

っ
て

い
た

だ
く
た

め
、

シ
ラ

バ
ス

の
定

義
、

授
業

内
容

、
目

的
・
目

標
の

設
定

、
授

業
内

容
、

ス
ケ

ジ
ュ

ー
ル

の
デ

ザ
イ

ン
、

評
価

方
法

の
選

択
に

つ
い

て
具

体
例

を
示

し
な

が
ら

解
説

し
ま

す
。

ま
た

、
学

生
の

時
間

外
学

習
を

促
す

事
例

も
紹

介
し

ま
す

。
シ

ラ
バ

ス
を

持
参

の
上

参
加

い
た

だ
け

れ
ば

、
そ

の
場

で
ブ

ラ
ッ

シ
ュ

ア
ッ

プ
し

て
い

た
だ

く
こ

と
が

で
き

ま
す

。

1
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キ
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内

容
概

要

授
業

改
善

・
教

授
法

7
も

っ
と

わ
か

り
や

す
く
す

る
グ

ラ
フ

ィ
ッ

ク
・

シ
ラ

バ
ス

の
作

成
方

法

シ
ラ

バ
ス

、
（
教

授
法

、
評

価
）
、

授
業

デ
ザ

イ
ン

シ
ラ

バ
ス

は
、

学
習

目
標

や
ス

ケ
ジ

ュ
ー

ル
が

書
か

れ
た

、
授

業
に

関
す

る
最

大
重

要
文

書
と

言
え

ま
す

。
と

こ
ろ

が
、

教
員

が
期

待
す

る
ほ

ど
に

は
、

学
生

は
注

意
深

く
シ

ラ
バ

ス
を

読
ん

で
い

な
い

の
も

事
実

で
す

。
た

と
え

、
学

生
が

読
ん

だ
と

し
て

も
、

教
員

が
持

つ
背

景
的

知
識

を
踏

ま
え

て
シ

ラ
バ

ス
の

内
容

を
理

解
す

る
こ

と
は

困
難

で
す

。
グ

ラ
フ

ィ
ッ

ク
・
シ

ラ
バ

ス
と

は
、

学
習

内
容

を
フ

ロ
ー

チ
ャ

ー
ト

、
ダ

イ
ア

グ
ラ

ム
、

樹
形

図
と

し
て

一
枚

の
マ

ッ
プ

に
表

現
し

た
も

の
で

す
。

学
生

は
こ

れ
を

読
む

こ
と

に
よ

っ
て

、
学

習
目

標
や

内
容

を
効

果
的

に
理

解
で

き
る

だ
け

で
な

く
、

容
易

に
記

憶
に

と
ど

め
る

こ
と

が
で

き
ま

す
。

ま
た

教
員

は
、

こ
れ

を
通

し
て

、
自

ら
の

授
業

内
容

や
キ

ー
ワ

ー
ド

を
精

選
し

、
構

造
を

明
確

化
し

、
よ

り
円

滑
な

流
れ

で
授

業
の

再
構

成
を

行
う

こ
と

が
で

き
ま

す
。

本
プ

ロ
グ

ラ
ム

で
は

、
グ

ラ
フ

ィ
ッ

ク
・
シ

ラ
バ

ス
の

意
義

や
特

徴
を

簡
単

に
説

明
し

た
上

で
、

参
加

者
全

員
が

自
ら

の
授

業
に

つ
い

て
グ

ラ
フ

ィ
ッ

ク
・
シ

ラ
バ

ス
を

書
く
個

人
ワ

ー
ク

に
取

り
組

み
ま

す
。

ペ
ア

・
ワ

ー
ク

に
よ

る
ブ

ラ
ッ

シ
ュ

ア
ッ

プ
を

経
て

、
再

度
、

個
人

ワ
ー

ク
に

取
り

組
み

ま
す

。
参

加
者

は
担

当
し

て
い

る
授

業
の

う
ち

、
ど

れ
か

一
つ

の
シ

ラ
バ

ス
を

持
参

く
だ

さ
い

。

授
業

改
善

・
教

授
法

8
学

生
の

学
ぶ

意
欲

を
引

き
出

す
授

業
と

は
教

授
法

、
動

機
づ

け

や
る

気
（
学

ぶ
意

欲
）
は

、
学

生
の

授
業

態
度

、
授

業
外

で
の

自
主

学
習

の
質

や
量

、
最

終
的

に
学

習
成

果
を

決
定

す
る

要
因

で
す

。
授

業
を

通
し

て
学

生
の

や
る

気
を

引
き

出
す

こ
と

は
私

た
ち

の
大

切
な

役
割

で
す

。
D

V
D

教
材

を
使

用
す

る
、

グ
ル

ー
プ

活
動

を
行

わ
せ

る
、

ゲ
ー

ム
的

要
素

を
盛

り
込

む
等

、
学

生
の

や
る

気
を

引
き

出
す

方
法

は
様

々
で

す
が

、
そ

の
場

し
の

ぎ
の

活
動

に
な

っ
て

し
ま

う
と

学
習

成
果

は
期

待
で

き
ま

せ
ん

。
学

生
の

や
る

気
を

引
き

出
し

そ
の

や
る

気
を

保
持

す
る

た
め

の
理

論
的

な
枠

組
み

を
理

解
し

た
上

で
、

ど
の

よ
う

な
授

業
活

動
を

行
う

の
か

を
考

え
て

い
く
必

要
が

あ
り

ま
す

。
本

プ
ロ

グ
ラ

ム
を

通
し

て
、

参
加

者
の

皆
さ

ん
に

学
生

の
や

る
気

を
引

き
出

す
た

め
の

理
論

的
な

枠
組

み
を

理
解

し
て

い
た

だ
き

、
授

業
に

役
立

つ
具

体
的

な
ア

イ
デ

ア
を

互
い

に
共

有
し

た
い

と
思

い
ま

す
。

本
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
よ

り
イ

ン
タ

ラ
ク

テ
ィ

ブ
で

実
り

の
あ

る
も

の
に

す
る

た
め

に
、

参
加

者
の

皆
さ

ん
は

、
自

分
の

授
業

に
お

い
て

学
生

の
や

る
気

を
引

き
出

す
た

め
に

ど
の

よ
う

な
工

夫
を

行
っ

て
い

る
の

か
を

箇
条

書
き

に
し

た
メ

モ
を

ご
持

参
く
だ

さ
い

。

授
業

改
善

・
教

授
法

9
受

講
生

が
楽

し
く
集

中
し

て
参

加
す

る
授

業
の

雰
囲

気
作

り

教
授

法
、

講
義

法
、

動
機

づ
け

多
く
の

学
生

は
授

業
を

聴
く
つ

も
り

で
教

室
に

集
ま

っ
て

い
る

わ
け

で
は

あ
り

ま
せ

ん
。

ま
し

て
授

業
に

参
加

す
る

つ
も

り
で

来
て

は
い

ま
せ

ん
。

そ
の

よ
う

な
ア

ウ
ェ

イ
な

状
況

を
一

瞬
で

変
え

ら
れ

た
ら

先
生

も
気

持
ち

よ
く
授

業
が

で
き

る
と

思
い

ま
せ

ん
か

？
多

く
の

受
講

生
は

、
授

業
内

容
に

ま
っ

た
く
関

心
が

な
い

わ
け

で
は

あ
り

ま
せ

ん
。

で
も

難
し

い
話

を
一

方
的

に
続

け
ら

れ
れ

ば
い

く
ら

が
ん

ば
っ

て
も

疲
れ

て
し

ま
い

ま
す

。
そ

ん
な

ど
ん

よ
り

ム
ー

ド
を

一
瞬

で
打

ち
払

っ
て

明
る

く
で

き
た

ら
良

い
と

思
い

ま
せ

ん
か

？
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
 そ

ん
な

テ
ク

ニ
ッ

ク
：
授

業
の

最
初

に
す

べ
き

こ
と

、
大

事
な

こ
と

が
伝

わ
っ

て
い

る
か

確
認

す
る

方
法

、
全

員
の

意
見

分
布

を
知

る
方

法
に

つ
い

て
具

体
的

に
紹

介
し

ま
す

。
ま

た
、

そ
れ

ら
の

方
法

が
な

ぜ
、

う
ま

く
行

く
の

か
、

基
本

的
考

え
方

を
紹

介
し

ま
す

。

授
業

改
善

・
教

授
法

1
0

大
人

数
講

義
を

魅
力

的
に

す
る

テ
ク

ニ
ッ

ク

教
授

法
、

講
義

法
、

双
方

向
授

業

「
よ

い
」
講

義
と

は
こ

こ
で

は
、

聞
き

手
の

学
生

に
と

っ
て

分
か

り
や

す
く
、

知
的

な
緊

張
感

が
あ

り
、

さ
ら

に
学

生
が

参
加

す
る

（
し

た
気

に
さ

せ
る

）
講

義
、

と
い

う
こ

と
に

し
ま

す
。

本
プ

ロ
グ

ラ
ム

で
は

、
学

生
と

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
を

取
る

方
法

、
講

義
に

参
加

さ
せ

る
方

法
や

授
業

効
果

を
高

め
る

方
法

な
ど

、
大

人
数

の
学

生
を

聴
衆

と
し

た
「
よ

い
」
講

義
を

す
る

た
め

に
気

を
つ

け
て

お
か

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

様
々

な
授

業
ス

キ
ル

を
、

実
例

や
実

習
を

通
し

て
習

得
す

る
こ

と
が

で
き

ま
す

。
ま

た
大

人
数

講
義

で
も

取
り

入
れ

る
こ

と
が

可
能

な
、

簡
単

な
参

加
体

験
型

授
業

/
ア

ク
テ

ィ
ブ

ラ
ー

ニ
ン

グ
型

授
業

の
一

例
と

し
て

、
受

講
者

に
実

際
に

グ
ル

ー
プ

ワ
ー

ク
を

体
験

し
て

い
た

だ
き

ま
す

。

授
業

改
善

・
教

授
法

1
1

ア
ク

テ
ィ

ブ
ラ

ー
ニ

ン
グ

入
門

教
授

法
、

ア
ク

テ
ィ

ブ
ラ

ー
ニ

ン
グ

、
双

方
向

性
授

業

本
プ

ロ
グ

ラ
ム

で
は

、
ア

ク
テ

ィ
ブ

ラ
ー

ニ
ン

グ
の

基
本

的
な

考
え

方
に

つ
い

て
学

び
、

学
生

が
授

業
に

能
動

的
に

参
加

で
き

る
よ

う
な

様
々

な
教

授
法

の
紹

介
を

通
し

て
、

授
業

に
取

り
込

め
る

ア
イ

デ
ィ

ア
を

考
え

る
こ

と
を

目
的

と
し

て
い

ま
す

。
教

員
・
学

生
間

の
双

方
向

性
を

高
め

る
教

育
手

法
に

つ
い

て
学

び
、

ご
自

身
の

授
業

で
導

入
で

き
る

ア
ク

テ
ィ

ブ
ラ

ー
ニ

ン
グ

に
つ

い
て

一
緒

に
考

え
て

い
き

ま
す

。
こ

の
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
構

成
自

体
も

、
ア

ク
テ

ィ
ブ

ラ
ー

ニ
ン

グ
の

考
え

方
に

基
づ

い
て

い
ま

す
。

2



令
和

２
年

度
Ｓ

Ｐ
Ｏ

Ｄ
内

講
師

派
遣

プ
ロ

グ
ラ

ム
概

要

カ
テ

ゴ
リ

N
o

R
2

新
規

プ
ロ

グ
ラ

ム
名

キ
ー

ワ
ー

ド
内

容
概

要

授
業

改
善

・
教

授
法

1
2

ア
ク

テ
ィ

ブ
ラ

ー
ニ

ン
グ

実
践

（
成

功
の

た
め

の
ア

イ
ス

ブ
レ

イ
キ

ン
グ

）
教

授
法

、
ア

ク
テ

ィ
ブ

ラ
ー

ニ
ン

グ

教
授

法
に

か
か

わ
ら

ず
、

ア
イ

ス
ブ

レ
イ

キ
ン

グ
は

必
要

で
す

。
効

果
的

な
ア

イ
ス

ブ
レ

イ
キ

ン
グ

を
し

な
い

と
、

話
し

合
い

を
さ

せ
よ

う
と

し
て

も
盛

り
上

が
り

ま
せ

ん
。

「
さ

あ
は

じ
め

よ
う

」
と

い
う

先
生

の
号

令
だ

け
が

む
な

し
く
響

き
ま

す
。

わ
か

り
や

す
い

話
し

方
、

わ
か

り
や

す
い

指
示

、
そ

ん
な

こ
と

を
い

く
ら

工
夫

し
て

も
話

し
合

い
を

は
じ

め
た

と
た

ん
、

受
講

生
は

凍
り

付
い

て
し

ま
い

ま
す

。
ま

ず
は

初
回

の
授

業
で

十
分

な
ア

イ
ス

ブ
レ

イ
キ

ン
グ

を
し

ま
し

ょ
う

。
授

業
の

最
初

に
も

ア
イ

ス
ブ

レ
イ

キ
ン

グ
は

必
要

で
す

。
短

時
間

で
雰

囲
気

を
変

え
る

魔
法

の
言

葉
を

使
い

ま
し

ょ
う

。
こ

れ
ま

で
よ

り
も

早
く
、

何
倍

も
盛

り
上

が
る

グ
ル

ー
プ

ワ
ー

ク
が

で
き

る
か

も
し

れ
ま

せ
ん

。

授
業

改
善

・
教

授
法

1
3

ア
ク

テ
ィ

ブ
ラ

ー
ニ

ン
グ

実
践

（
だ

れ
で

も
で

き
る

！
グ

ル
ー

プ
ワ

ー
ク

の
た

め
の

フ
ァ

シ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
）

教
授

法
、

ア
ク

テ
ィ

ブ
ラ

ー
ニ

ン
グ

、
フ

ァ
シ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

フ
ァ

シ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
っ

て
、

聞
い

た
こ

と
あ

る
け

ど
難

し
そ

う
。

だ
か

ら
グ

ル
ー

プ
ワ

ー
ク

も
難

し
い

に
違

い
な

い
と

思
っ

て
い

ま
せ

ん
か

？
　

そ
ん

な
こ

と
は

あ
り

ま
せ

ん
。

今
ま

で
や

っ
て

い
た

こ
と

を
や

め
、

今
ま

で
や

ら
な

か
っ

た
こ

と
を

や
れ

ば
良

い
の

で
す

。
だ

れ
で

も
で

き
る

フ
ァ

シ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
の

コ
ツ

を
学

び
、

ワ
ー

ク
で

や
っ

て
み

ま
し

ょ
う

。
意

外
と

簡
単

に
で

き
る

こ
と

が
わ

か
る

で
し

ょ
う

。
実

際
に

テ
ー

マ
を

決
め

て
グ

ル
ー

プ
ワ

ー
ク

を
行

い
、

そ
の

中
で

フ
ァ

シ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
担

当
を

決
め

、
グ

ル
ー

プ
ワ

ー
ク

を
進

行
さ

せ
ま

す
。

授
業

改
善

・
教

授
法

1
4

効
果

的
な

ｅ
ラ

ー
ニ

ン
グ

の
活

用
方

法
教

授
法

、
e
ラ

ー
ニ

ン
グ

高
等

教
育

機
関

に
お

い
て

、
学

習
効

果
を

上
げ

る
た

め
の

方
法

と
し

て
ｅ
ラ

ー
ニ

ン
グ

が
注

目
さ

れ
て

い
ま

す
．

本
プ

ロ
グ

ラ
ム

で
は

、
「
ｅ
ラ

ー
ニ

ン
グ

を
授

業
に

取
り

入
れ

て
み

よ
う

」
「
ｅ
ラ

ー
ニ

ン
グ

を
ど

の
よ

う
に

活
用

す
る

こ
と

が
有

効
な

の
か

を
知

り
た

い
」
「
自

身
の

授
業

改
善

に
役

立
て

た
い

」
「
ど

こ
か

ら
始

め
る

と
よ

い
か

わ
か

ら
な

い
」
な

ど
と

い
う

方
に

対
し

て
、

実
際

に
授

業
で

活
用

さ
れ

て
い

る
様

々
な

ｅ
ラ

ー
ニ

ン
グ

事
例

を
紹

介
す

る
と

と
も

に
、

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
形

式
に

て
自

身
の

授
業

で
、

ど
う

活
用

で
き

る
か

を
探

っ
て

い
き

ま
す

。

授
業

改
善

・
教

授
法

1
5

基
礎

か
ら

学
ぶ

学
習

評
価

法
学

習
評

価
、

授
業

デ
ザ

イ
ン

本
プ

ロ
グ

ラ
ム

で
は

、
学

習
評

価
の

基
礎

知
識

で
あ

る
、

学
習

評
価

の
原

則
、

学
習

評
価

の
公

平
性

、
テ

ス
ト

の
作

成
法

、
学

習
評

価
の

厳
密

化
と

効
率

化
の

た
め

の
評

価
ツ

ー
ル

、
に

つ
い

て
学

び
ま

す
。

こ
れ

ま
で

の
自

己
の

学
習

評
価

方
法

を
見

直
し

、
公

平
性

・
厳

密
性

と
効

率
性

の
両

方
を

満
た

す
も

の
に

す
る

た
め

の
ヒ

ン
ト

を
持

ち
帰

る
こ

と
が

で
き

ま
す

。
シ

ラ
バ

ス
を

持
参

の
上

参
加

い
た

だ
け

れ
ば

、
そ

の
場

で
ブ

ラ
ッ

シ
ュ

ア
ッ

プ
し

て
い

た
だ

く
こ

と
が

で
き

ま
す

。

授
業

改
善

・
教

授
法

1
6

テ
ィ

ー
チ

ン
グ

・
ポ

ー
ト

フ
ォ

リ
オ

入
門

～
教

育
実

践
の

リ
フ

レ
ク

シ
ョ

ン
～

テ
ィ

ー
チ

ン
グ

・
ポ

ー
ト

フ
ォ

リ
オ

本
プ

ロ
グ

ラ
ム

で
は

、
テ

ィ
ー

チ
ン

グ
・
ポ

ー
ト

フ
ォ

リ
オ

と
は

何
か

に
つ

い
て

基
本

的
な

内
容

を
学

ん
で

い
き

ま
す

。
具

体
的

に
は

、
テ

ィ
ー

チ
ン

グ
・
ポ

ー
ト

フ
ォ

リ
オ

が
、

教
育

改
善

や
教

育
業

績
評

価
に

い
か

な
る

点
で

役
立

つ
か

と
い

っ
た

必
要

性
と

有
効

性
に

つ
い

て
、

ま
た

、
テ

ィ
ー

チ
ン

グ
・
ポ

ー
ト

フ
ォ

リ
オ

作
成

の
た

め
の

要
点

と
手

順
に

つ
い

て
学

ぶ
機

会
を

設
け

て
い

ま
す

。
テ

ィ
ー

チ
ン

グ
・
ポ

ー
ト

フ
ォ

リ
オ

作
成

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
へ

参
加

予
定

の
先

生
方

は
事

前
準

備
と

し
て

活
用

い
た

だ
け

ま
す

。

高
専

向
け

1
7

高
専

教
育

ス
キ

ル
の

共
有

と
伝

承
－

私
た

ち
は

、
い

か
に

学
生

を
育

む
の

か
－

高
等

教
育

、
学

生
指

導
･支

援
、

授
業

法
、

生
活

指
導

･ク
ラ

ス
経

営
、

メ
ン

タ
ル

ヘ
ル

ス

私
た

ち
教

員
に

は
、

学
生

を
育

む
と

い
う

こ
れ

ま
で

の
取

組
の

中
で

そ
れ

ぞ
れ

培
っ

て
き

た
教

育
ス

キ
ル

が
あ

り
ま

す
。

し
か

し
、

そ
れ

ら
教

育
ス

キ
ル

（
学

生
指

導
･支

援
、

授
業

法
、

生
活

指
導

･ク
ラ

ス
経

営
、

メ
ン

タ
ル

ヘ
ル

ス
）
の

共
有

も
伝

承
も

十
分

で
は

あ
り

ま
せ

ん
。

時
に

、
学

校
に

お
け

る
指

導
は

、
個

別
指

導
の

寄
せ

集
め

と
な

り
、

統
合

的
な

教
育

が
阻

害
さ

れ
る

こ
と

も
あ

り
そ

う
で

す
。

そ
し

て
、

そ
れ

は
学

生
ク

ラ
イ

シ
ス

（
学

習
や

学
校

生
活

に
困

り
感

を
持

ち
、

悩
み

、
孤

立
し

、
問

題
行

動
に

走
り

、
時

に
う

つ
、

不
登

校
、

自
殺

に
至

る
）
を

招
き

ま
す

。
画

一
的

教
育

を
目

指
す

の
で

は
な

く
、

多
様

で
効

果
的

な
教

育
を

つ
な

ぐ
媒

介
と

し
て

、
「
高

専
教

育
ス

キ
ル

ア
ー

カ
イ

ブ
（
高

専
教

員
に

よ
る

学
生

指
導

･支
援

の
コ

ツ
や

例
を

説
明

す
る

映
像

の
W

e
bア

ー
カ

イ
ブ

、
1
V

T
R

は
3
分

程
度

×
約

2
0
0
本

）
」
を

紹
介

し
ま

す
。

こ
れ

を
用

い
た

ケ
ー

ス
ス

タ
デ

ィ
を

行
う

と
と

も
に

、
学

内
で

実
施

可
能

な
教

員
研

修
の

モ
デ

ル
を

検
討

し
、

そ
の

運
営

の
コ

ツ
を

共
有

し
ま

す
。

V
T
R

コ
メ

ン
テ

ー
タ

ー
の

多
く
が

高
専

教
員

で
あ

る
た

め
、

「
高

専
教

育
ス

キ
ル

ー
ア

ー
カ

イ
ブ

」
と

し
て

い
ま

す
が

、
大

学
教

員
の

助
言

を
受

け
つ

つ
こ

れ
を

制
作

し
、

大
学

教
員

に
よ

る
V

T
R

も
収

録
し

て
い

ま
す

。
高

等
教

育
と

し
て

、
こ

の
教

育
ス

キ
ル

ア
ー

カ
イ

ブ
は

大
学

と
も

共
有

で
き

る
も

の
だ

と
考

え
て

い
ま

す
。

3



令
和

２
年

度
Ｓ

Ｐ
Ｏ

Ｄ
内

講
師

派
遣

プ
ロ

グ
ラ

ム
概

要

カ
テ

ゴ
リ

N
o

R
2

新
規

プ
ロ

グ
ラ

ム
名

キ
ー

ワ
ー

ド
内

容
概

要

高
専

向
け

1
8

今
す

ぐ
役

立
つ

授
業

T
ip

s　
ア

ク
テ

ィ
ブ

ラ
ー

ニ
ン

グ
の

ス
タ

ー
ト

教
授

法
、

動
機

づ
け

ア
ク

テ
ィ

ブ
ラ

ー
ニ

ン
グ

は
有

効
な

学
習

形
態

で
す

が
、

そ
の

た
め

に
は

学
生

の
モ

チ
ベ

ー
シ

ョ
ン

が
欠

か
せ

ま
せ

ん
。

本
プ

ロ
グ

ラ
ム

は
、

内
発

的
動

機
づ

け
を

サ
ポ

ー
ト

し
て

学
生

の
学

習
活

動
を

活
性

化
す

る
手

法
を

紹
介

し
、

グ
ル

ー
プ

に
よ

る
ミ

ニ
ワ

ー
ク

で
確

認
し

ま
す

。
取

り
上

げ
る

の
は

、
「
ア

プ
ロ

ー
チ

ト
ー

ク
、

個
人

名
空

間
、

肯
定

的
フ

ィ
ー

ド
バ

ッ
ク

、
T
h
in

k-
P

ai
r-

S
h
ar

e
、

ク
ラ

ス
ル

ー
ム

コ
ン

ト
ロ

ー
ル

、
問

い
か

け
、

回
答

へ
の

対
応

、
Ill

u
si

o
n
 o

f 
c
h
o
ic

e
、

ラ
ウ

ン
ド

意
見

交
換

」
な

ど
で

す
。

業
務

改
善

1
9

職
員

の
た

め
の

企
画

力
養

成
講

座
企

画
力

、
プ

レ
ゼ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

力

大
学

等
の

職
員

に
必

要
な

能
力

と
し

て
「
問

題
発

見
・
解

決
能

力
」
が

よ
く
取

り
上

げ
ら

れ
て

い
ま

す
。

本
プ

ロ
グ

ラ
ム

は
、

大
学

改
革

、
業

務
改

善
を

行
っ

て
い

く
上

で
の

、
「
問

題
発

見
・
解

決
能

力
」
と

「
企

画
提

案
力

」
の

手
法

を
学

ぶ
も

の
で

す
。

こ
の

プ
ロ

グ
ラ

ム
で

身
に

つ
け

た
手

法
や

企
画

書
を

実
際

に
大

学
等

に
持

ち
帰

り
、

上
司

や
大

学
等

に
提

案
で

き
る

よ
う

、
実

践
に

即
し

た
ス

タ
イ

ル
で

行
い

ま
す

。
大

学
等

や
今

の
業

務
に

疑
問

や
改

善
点

を
持

た
れ

て
い

る
職

員
の

方
は

も
ち

ろ
ん

、
ど

う
や

っ
て

見
つ

け
た

ら
よ

い
か

、
提

案
し

た
ら

良
い

の
か

分
か

ら
な

い
職

員
の

方
も

ご
参

加
く
だ

さ
い

。

業
務

改
善

2
0

若
手

・
中

堅
職

員
の

た
め

の
判

断
力

・
決

断
力

養
成

講
座

判
断

力
・
決

断
力

、
デ

ィ
ベ

ー
ト

判
断

・
決

断
は

上
司

や
役

職
者

だ
け

が
行

う
も

の
だ

と
思

っ
て

い
ま

せ
ん

か
。

実
は

、
若

手
・
中

堅
職

員
に

お
い

て
も

、
業

務
の

中
で

、
判

断
・
決

断
を

下
さ

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

場
面

は
多

々
あ

り
ま

す
。

あ
な

た
は

ど
の

よ
う

に
判

断
・
決

断
を

行
っ

て
い

ま
す

か
？

そ
も

そ
も

、
判

断
と

決
断

の
違

い
と

は
何

で
し

ょ
う

か
？

ま
た

、
判

断
を

速
や

か
に

行
う

に
は

何
が

必
要

で
あ

り
、

決
断

を
下

す
に

は
何

を
も

と
に

行
え

ば
良

い
の

で
し

ょ
う

か
？

判
断

や
決

断
が

速
や

か
な

人
は

好
感

を
持

た
れ

ま
す

が
、

そ
の

判
断

や
決

断
が

誤
っ

て
い

る
と

信
頼

を
失

い
ま

す
。

ま
た

一
方

で
、

決
定

し
や

す
い

判
断

が
良

い
判

断
と

は
限

り
ま

せ
ん

。
こ

の
よ

う
に

、
本

セ
ミ

ナ
ー

で
は

、
判

断
力

と
決

断
力

の
違

い
、

そ
れ

ら
を

効
果

的
に

行
う

た
め

に
必

要
な

条
件

を
理

解
し

た
上

で
、

実
践

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

を
行

う
こ

と
で

参
加

者
の

皆
さ

ん
の

判
断

力
・
決

断
力

ス
キ

ル
の

向
上

を
図

り
ま

す
。

当
日

は
、

レ
ク

チ
ャ

ー
や

グ
ル

ー
プ

ワ
ー

ク
、

デ
ィ

ベ
ー

ト
な

ど
を

組
み

合
わ

せ
、

進
め

て
い

き
ま

す
。

業
務

改
善

2
1

イ
ン

ス
ト

ラ
ク

シ
ョ

ナ
ル

・
デ

ザ
イ

ン
（
ID

／
教

育
設

計
）
を

活
用

し
た

企
画

・
立

案
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト

企
画

立
案

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

、
現

状
分

析

本
プ

ロ
グ

ラ
ム

で
は

、
問

題
解

決
手

法
で

あ
る

イ
ン

ス
ト

ラ
ク

シ
ョ

ナ
ル

・
デ

ザ
イ

ン
（
ＩＤ

／
教

育
設

計
）
を

理
解

し
、

そ
の

後
、

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
形

式
に

て
、

自
身

の
業

務
実

践
の

場
に

活
か

せ
る

業
務

の
効

率
化

や
課

題
解

決
に

向
け

た
方

策
が

見
出

せ
る

よ
う

に
な

る
こ

と
を

目
指

し
ま

す
。

ま
ず

、
自

身
の

大
学

等
で

業
務

や
教

育
の

改
善

・
改

革
を

推
進

し
た

い
と

考
え

て
い

る
事

柄
を

取
り

上
げ

る
と

こ
ろ

か
ら

は
じ

め
、

一
般

的
に

改
革

を
推

進
す

る
上

で
、

ポ
イ

ン
ト

と
な

る
現

状
分

析
を

丁
寧

に
行

い
ま

す
。

次
に

、
目

標
と

の
ギ

ャ
ッ

プ
を

明
確

に
認

識
し

、
ゴ

ー
ル

に
向

け
て

方
略

・
戦

略
を

デ
ザ

イ
ン

す
る

た
め

の
方

法
論

を
学

び
、

改
革

の
一

端
を

担
う

際
の

効
果

的
な

思
考

を
身

に
つ

け
ま

す
。

業
務

改
善

2
2

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

ト
力

養
成

講
座

合
意

形
成

、
調

整
、

ゴ
ー

ル
設

定

仕
事

に
お

け
る

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

ト
と

は
、

何
を

ど
の

よ
う

に
す

る
こ

と
な

の
で

し
ょ

う
か

。
目

標
達

成
の

た
め

に
部

局
や

立
場

を
超

え
て

、
必

要
な

ス
キ

ル
や

能
力

を
備

え
た

人
を

集
め

る
だ

け
で

な
く
、

チ
ー

ム
の

中
で

異
な

る
分

野
(領

域
)・

個
々

の
利

害
に

よ
る

関
係

を
調

整
し

、
全

体
の

合
意

を
形

成
し

、
向

か
う

べ
き

目
標

・
ゴ

ー
ル

ま
で

着
実

に
誘

導
し

て
い

く
こ

と
、

こ
れ

が
仕

事
に

お
け

る
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
ト

力
で

す
。

職
場

に
お

け
る

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

タ
ー

と
い

う
役

割
は

、
物

理
的

な
シ

ス
テ

ム
で

は
解

決
で

き
な

い
、

人
に

し
か

担
当

で
き

な
い

仕
事

と
言

え
ま

す
。

本
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

で
は

、
グ

ル
ー

プ
ワ

ー
ク

等
を

通
じ

て
、

チ
ー

ム
の

各
メ

ン
バ

ー
が

持
つ

ア
イ

デ
ア

や
意

見
、

情
報

を
う

ま
く
引

き
出

し
、

ま
と

め
、

一
つ

の
目

標
達

成
に

向
か

え
る

よ
う

に
す

る
ま

で
の

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

ト
力

の
実

践
と

コ
ツ

に
つ

い
て

、
学

ん
で

い
た

だ
け

る
と

思
っ

て
お

り
ま

す
。

業
務

改
善

2
3

マ
イ

ン
ド

マ
ッ

プ
入

門
講

座
　

（
3
時

間
）

思
考

法
、

（
教

授
法

）

マ
イ

ン
ド

マ
ッ

プ
は

、
T
o
n
y 

B
u
za

n
に

よ
っ

て
開

発
さ

れ
た

思
考

手
法

・
ノ

ー
ト

術
で

、
記

憶
力

・
理

解
力

・
集

中
力

・
創

造
的

思
考

力
・
問

題
解

決
力

な
ど

の
様

々
な

能
力

を
高

め
る

と
さ

れ
て

い
ま

す
。

イ
メ

ー
ジ

と
連

想
を

も
と

に
放

射
状

に
思

考
を

広
げ

る
と

こ
ろ

に
特

徴
が

あ
り

、
ビ

ジ
ネ

ス
や

教
育

現
場

に
お

い
て

注
目

さ
れ

て
い

ま
す

。
本

プ
ロ

グ
ラ

ム
は

、
実

際
に

頭
と

手
を

動
か

し
な

が
ら

M
in

d 
M

ap
pi

n
gを

体
験

す
る

こ
と

を
通

し
て

、
参

加
者

自
身

の
日

々
の

実
践

へ
の

ヒ
ン

ト
を

持
ち

帰
る

こ
と

を
目

的
と

し
て

実
施

さ
れ

ま
す

。

4



令
和

２
年

度
Ｓ

Ｐ
Ｏ

Ｄ
内

講
師

派
遣

プ
ロ

グ
ラ

ム
概

要

カ
テ

ゴ
リ

N
o

R
2

新
規

プ
ロ

グ
ラ

ム
名

キ
ー

ワ
ー

ド
内

容
概

要

業
務

改
善

2
4

フ
ィ

ー
ド

バ
ッ

ク
入

門
　

（
3
時

間
）

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
、

コ
ー

チ
ン

グ
、

フ
ィ

ー
ド

バ
ッ

ク

近
年

、
「
1
o
n
1
 ミ

ー
テ

ィ
ン

グ
」
や

「
リ

ア
ル

タ
イ

ム
フ

ィ
ー

ド
バ

ッ
ク

」
な

ど
が

人
材

育
成

の
手

法
と

し
て

注
目

を
集

め
て

い
ま

す
。

教
育

現
場

に
お

い
て

も
、

体
験

的
な

学
び

の
機

会
の

増
加

に
と

も
な

い
、

対
面

で
の

フ
ィ

ー
ド

バ
ッ

ク
の

重
要

性
が

高
ま

っ
て

き
て

い
ま

す
。

そ
こ

で
本

プ
ロ

グ
ラ

ム
は

、
短

期
間

お
よ

び
そ

の
場

で
の

フ
ィ

ー
ド

バ
ッ

ク
を

中
心

に
取

り
上

げ
、

そ
の

基
本

的
な

考
え

方
を

理
解

し
、

職
場

で
活

用
で

き
る

よ
う

に
な

る
こ

と
を

目
的

に
実

施
さ

れ
ま

す
。

数
多

く
研

究
・
実

践
さ

れ
て

い
る

フ
ィ

ー
ド

バ
ッ

ク
方

法
の

中
か

ら
、

本
講

座
で

は
「
C

le
an

F
e
e
db

ac
k」

の
考

え
方

を
ベ

ー
ス

に
し

な
が

ら
、

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
や

コ
ー

チ
ン

グ
と

い
っ

た
広

い
視

点
か

ら
フ

ィ
ー

ド
バ

ッ
ク

を
捉

え
て

い
き

ま
す

。
※

本
プ

ロ
グ

ラ
ム

で
は

人
事

評
価

方
法

を
扱

う
も

の
で

は
あ

り
ま

せ
ん

。

業
務

改
善

2
5

後
輩

の
成

長
を

促
す

コ
ー

チ
ン

グ
コ

ー
チ

ン
グ

、
後

輩
指

導
、

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン

職
場

に
は

、
先

輩
が

後
輩

を
個

別
に

指
導

す
る

さ
ま

ざ
ま

な
場

面
が

あ
り

ま
す

。
そ

の
よ

う
な

場
面

で
は

、
先

輩
が

後
輩

に
答

え
を

提
示

す
こ

と
も

で
き

ま
す

。
し

か
し

、
そ

れ
で

は
後

輩
の

成
長

を
期

待
す

る
こ

と
は

で
き

ま
せ

ん
。

後
輩

の
成

長
を

促
す

指
導

を
す

る
う

え
で

役
に

立
つ

の
が

、
コ

ー
チ

ン
グ

で
す

。
コ

ー
チ

ン
グ

は
、

人
材

開
発

の
一

つ
の

技
法

で
、

相
手

の
目

標
達

成
を

促
す

た
め

も
の

で
す

。
相

手
に

答
え

を
提

示
す

る
の

で
は

な
く
、

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
を

と
お

し
て

相
手

の
も

つ
答

え
を

引
き

出
す

点
に

特
徴

が
あ

り
ま

す
。

本
プ

ロ
グ

ラ
ム

で
は

、
コ

ー
チ

ン
グ

の
理

論
や

さ
ま

ざ
ま

な
ス

キ
ル

に
つ

い
て

学
習

し
ま

す
。

職
場

で
の

具
体

的
な

事
例

を
も

と
に

、
コ

ー
チ

ン
グ

の
さ

ま
ざ

ま
な

ス
キ

ル
を

理
解

し
、

職
場

で
活

用
で

き
る

よ
う

に
な

る
こ

と
を

目
指

し
ま

す
。

ま
た

、
コ

ー
チ

ン
グ

の
ス

キ
ル

は
、

学
生

を
指

導
す

る
う

え
で

も
役

に
立

つ
も

の
で

す
。

業
務

改
善

2
6

リ
ー

ダ
ー

シ
ッ

プ
入

門
組

織
運

営
、

リ
ー

ダ
ー

シ
ッ

プ

ど
の

よ
う

な
組

織
に

お
い

て
も

、
数

々
の

ミ
ッ

シ
ョ

ン
や

タ
ス

ク
を

効
率

良
く
果

た
し

て
い

く
た

め
に

は
、

当
該

組
織

を
円

滑
に

機
能

さ
せ

、
そ

の
有

効
性

を
増

す
仕

方
で

リ
ー

ダ
ー

シ
ッ

プ
を

発
揮

す
る

人
の

存
在

が
欠

か
せ

ま
せ

ん
。

こ
の

よ
う

な
リ

ー
ダ

ー
シ

ッ
プ

は
学

習
や

実
践

に
よ

っ
て

体
得

す
る

こ
と

が
可

能
で

す
。

本
プ

ロ
グ

ラ
ム

で
は

、
ま

ず
リ

ー
ダ

ー
シ

ッ
プ

に
関

す
る

基
礎

的
知

識
を

概
観

し
、

そ
の

後
、

そ
れ

ら
を

実
際

の
職

場
に

お
い

て
ど

の
よ

う
に

応
用

・
適

用
す

る
こ

と
が

で
き

る
か

に
つ

い
て

、
受

講
者

同
士

の
グ

ル
ー

プ
ワ

ー
ク

、
デ

ィ
ス

カ
ッ

シ
ョ

ン
等

を
通

じ
て

検
討

す
る

こ
と

を
目

的
と

し
ま

す
。

業
務

改
善

2
7

チ
ー

ム
ビ

ル
デ

ィ
ン

グ
組

織
づ

く
り

、
目

標
・
目

的
の

共
有

日
々

の
諸

業
務

を
果

た
す

各
部

署
に

お
い

て
、

ま
た

組
織

横
断

的
な

種
々

の
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
等

に
お

い
て

円
滑

な
協

働
を

実
現

す
る

た
め

に
は

、
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

の
促

進
や

リ
ー

ダ
ー

シ
ッ

プ
の

発
揮

な
ど

様
々

な
ア

プ
ロ

ー
チ

が
必

要
と

な
り

ま
す

。
な

か
で

も
、

チ
ー

ム
や

組
織

を
ど

の
よ

う
に

キ
ッ

ク
オ

フ
す

る
か

、
即

ち
、

メ
ン

バ
ー

間
で

ミ
ッ

シ
ョ

ン
・
ビ

ジ
ョ

ン
・
ゴ

ー
ル

、
目

標
や

目
的

の
達

成
方

法
等

を
如

何
様

に
設

定
・
共

有
す

る
か

は
、

メ
ン

バ
ー

の
モ

チ
ベ

ー
シ

ョ
ン

や
組

織
の

有
効

性
に

大
き

な
影

響
を

与
え

ま
す

。
本

プ
ロ

グ
ラ

ム
で

は
、

チ
ー

ム
ビ

ル
デ

ィ
ン

グ
に

関
連

し
た

理
論

を
簡

潔
に

学
ぶ

と
共

に
、

受
講

者
各

自
が

所
属

す
る

組
織

的
背

景
を

念
頭

に
、

ど
の

よ
う

な
チ

ー
ム

ビ
ル

デ
ィ

ン
グ

を
実

践
で

き
る

か
検

討
す

る
こ

と
を

目
的

と
し

ま
す

。

業
務

改
善

2
8

教
学

ＩＲ
入

門
教

学
ＩＲ

、
学

内
デ

ー
タ

、
教

育
改

善

学
長

の
リ

ー
ダ

ー
シ

ッ
プ

を
中

心
と

す
る

組
織

運
営

お
よ

び
経

営
強

化
の

要
請

を
背

景
と

し
て

、
IR

（
In

st
it
u
ti
o
n
al

 R
e
se

ar
c
h
: 
機

関
調

査
）
の

重
要

性
が

認
識

さ
れ

始
め

て
い

ま
す

。
IR

は
「
機

関
の

政
策

立
案

、
政

策
形

成
、

意
思

決
定

を
支

援
す

る
た

め
の

情
報

を
提

供
す

る
目

的
で

、
高

等
教

育
機

関
の

内
部

で
行

わ
れ

る
調

査
研

究
」
と

言
わ

れ
て

い
ま

す
。

本
プ

ロ
グ

ラ
ム

で
は

、
教

育
改

善
に

資
す

る
デ

ー
タ

の
収

集
と

分
析

を
可

能
に

す
る

教
学

IR
を

取
り

上
げ

ま
す

。
ま

ず
、

教
学

IR
と

は
ど

の
よ

う
な

活
動

な
の

か
を

共
有

し
ま

す
。

そ
の

後
、

ワ
ー

ク
と

デ
ィ

ス
カ

ッ
シ

ョ
ン

を
通

じ
て

、
身

近
に

あ
る

学
内

デ
ー

タ
を

用
い

た
教

育
改

善
に

つ
い

て
考

え
ま

す
。

業
務

改
善

2
9

教
学

ＩＲ
デ

ー
タ

を
適

切
に

取
り

扱
う

教
学

ＩＲ
、

デ
ー

タ
の

収
集

と
保

管
、

分
析

前
準

備
、

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

、
Ｅ

ｘ
ｃ
ｅ
ｌ

教
学

ＩＲ
デ

ー
タ

の
分

析
に

あ
た

っ
て

は
、

デ
ー

タ
の

収
集

や
ク

レ
ン

ジ
ン

グ
と

い
っ

た
よ

う
な

、
分

析
に

至
る

ま
で

の
準

備
が

必
要

で
す

。
ま

た
、

デ
ー

タ
を

適
切

に
取

り
扱

う
た

め
に

は
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
の

よ
う

な
ル

ー
ル

づ
く
り

も
大

切
で

す
。

そ
こ

で
本

プ
ロ

グ
ラ

ム
で

は
、

デ
ー

タ
の

収
集

と
保

管
、

分
析

前
準

備
の

基
本

的
な

ポ
イ

ン
ト

を
習

得
す

る
こ

と
を

目
的

と
し

ま
す

。
な

お
、

本
プ

ロ
グ

ラ
ム

で
行

う
グ

ル
ー

プ
ワ

ー
ク

や
演

習
は

、
デ

ー
タ

分
析

に
使

え
る

最
も

基
本

的
な

ツ
ー

ル
で

あ
る

Ｅ
ｘ
ｃ
ｅ
ｌを

用
い

て
行

わ
れ

ま
す

。

5



令
和

２
年

度
Ｓ

Ｐ
Ｏ

Ｄ
内

講
師

派
遣

プ
ロ

グ
ラ

ム
概

要

カ
テ

ゴ
リ

N
o

R
2

新
規

プ
ロ

グ
ラ

ム
名

キ
ー

ワ
ー

ド
内

容
概

要

業
務

改
善

3
0

ク
レ

ー
ム

対
応

実
践

リ
ス

ク
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
、

P
D

C
A

、
基

本
手

順
、

期
待

値
、

初
期

対
応

、
２

次
対

応
、

組
織

対
応

、
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

、
C

S
(顧

客
満

足
）
、

E
S
(従

業
員

満
足

)、
苦

情
、

ク
レ

ー
マ

ー

近
年

、
大

学
等

に
お

い
て

も
、

様
々

な
ト

ラ
ブ

ル
が

発
生

し
、

個
人

が
ク

レ
ー

ム
情

報
を

簡
単

に
発

信
す

る
事

が
で

き
る

便
利

す
ぎ

る
世

の
中

と
な

っ
て

い
ま

す
。

ク
レ

ー
ム

は
、

突
然

発
生

し
、

そ
の

た
め

思
い

通
り

の
対

応
が

で
き

な
い

も
の

で
す

。
ク

レ
ー

ム
を

最
小

限
に

と
ど

め
る

た
め

、
ク

レ
ー

ム
発

生
の

メ
カ

ニ
ズ

ム
を

理
解

し
、

ク
レ

ー
ム

に
対

す
る

1
次

対
応

者
の

取
る

べ
き

基
本

的
事

項
を

学
ぶ

と
と

も
に

、
初

期
対

応
で

収
束

し
な

か
っ

た
事

案
に

対
応

す
る

た
め

、
そ

の
原

因
を

特
定

し
、

2
次

対
応

者
及

び
最

終
対

応
者

と
し

て
の

ス
キ

ル
と

姿
勢

を
学

び
ま

す
。

ま
た

、
ク

レ
ー

ム
対

応
は

、
究

極
の

コ
ミ

ュ
ケ

ー
シ

ョ
ン

と
位

置
づ

け
人

材
育

成
に

繋
げ

る
こ

と
を

目
指

し
ま

す
。

な
お

、
過

去
の

ク
レ

ー
ム

事
例

を
も

と
に

グ
ル

ー
プ

ワ
ー

ク
等

を
行

う
こ

と
は

あ
り

ま
す

が
、

個
々

の
具

体
的

案
件

に
つ

い
て

、
相

談
に

応
じ

る
時

間
で

は
な

い
こ

と
を

、
予

め
ご

承
知

お
き

く
だ

さ
い

。

業
務

改
善

3
1

タ
イ

ム
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
入

門
ス

ケ
ジ

ュ
ー

ル
管

理
、

段
取

り
、

仕
事

の
基

本
習

慣

近
年

、
大

学
等

の
事

務
職

員
の

仕
事

は
高

度
化

・
複

雑
化

し
、

複
数

の
仕

事
を

同
時

並
行

的
に

進
め

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

場
面

も
多

く
み

ら
れ

ま
す

。
こ

の
プ

ロ
グ

ラ
ム

は
、

時
間

を
有

効
活

用
し

、
仕

事
を

効
果

的
・
効

率
的

に
進

め
る

た
め

の
技

術
に

つ
い

て
理

解
を

す
す

め
る

も
の

で
す

。
上

手
な

（
効

率
的

な
）
時

間
の

使
い

方
や

ス
ケ

ジ
ュ

ー
ル

の
優

先
順

位
の

付
け

方
、

段
取

り
の

基
本

テ
ク

ニ
ッ

ク
等

を
習

得
し

、
日

常
の

仕
事

が
は

か
ど

る
基

本
習

慣
を

築
け

る
こ

と
を

目
指

し
ま

す
。

業
務

改
善

3
2

職
員

の
た

め
の

経
験

学
習

経
験

学
習

、
キ

ャ
リ

ア
発

達
、

省
察

私
た

ち
は

日
々

何
か

を
経

験
し

、
そ

れ
を

も
と

に
考

え
、

自
分

自
身

を
作

っ
て

い
ま

す
。

業
務

に
お

い
て

も
、

さ
ま

ざ
ま

な
経

験
を

重
ね

、
自

身
を

成
長

さ
せ

て
こ

ら
れ

た
で

し
ょ

う
。

本
プ

ロ
グ

ラ
ム

は
、

こ
う

し
た

日
々

の
経

験
の

意
味

を
、

経
験

学
習

の
文

脈
か

ら
捉

え
直

し
、

ご
自

身
の

こ
れ

ま
で

の
キ

ャ
リ

ア
、

現
在

の
業

務
、

こ
れ

か
ら

の
展

望
を

考
え

る
機

会
と

な
る

よ
う

構
成

し
て

い
ま

す
。

経
験

学
習

は
ど

の
よ

う
な

考
え

方
か

ら
生

ま
れ

た
の

か
、

ど
の

よ
う

に
経

験
か

ら
学

ん
で

い
る

の
か

、
ど

の
よ

う
な

経
験

が
学

び
に

つ
な

が
る

の
か

、
経

験
か

ら
学

ぶ
た

め
に

は
ど

の
よ

う
な

力
が

必
要

な
の

か
、

経
験

か
ら

学
ぶ

こ
と

を
ど

の
よ

う
に

支
え

て
い

く
こ

と
が

で
き

る
の

か
な

ど
に

つ
い

て
、

レ
ク

チ
ャ

ー
と

グ
ル

ー
プ

ワ
ー

ク
を

通
し

て
理

解
し

ま
す

。

業
務

改
善

3
3

組
織

の
力

を
引

き
出

す
観

察
力

養
成

講
座

観
察

力
、

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
、

組
織

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

組
織

の
運

営
に

、
な

ぜ
観

察
力

が
必

要
な

の
で

し
ょ

う
か

。
組

織
と

は
二

人
以

上
が

集
ま

っ
て

同
じ

目
的

を
も

っ
て

と
も

に
動

く
集

団
で

あ
り

、
組

織
を

円
滑

に
運

営
す

る
た

め
に

は
、

自
分

と
メ

ン
バ

ー
を

深
く
知

る
こ

と
が

必
要

で
す

。
例

え
ば

、
職

場
で

後
輩

が
で

き
た

ら
、

役
職

に
つ

い
て

い
な

く
と

も
リ

ー
ダ

ー
と

し
て

の
対

応
を

行
わ

な
く
て

は
な

り
ま

せ
ん

。
そ

の
た

め
に

、
先

輩
で

あ
る

あ
な

た
に

は
後

輩
と

の
真

の
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

力
が

求
め

ら
れ

ま
す

。
あ

な
た

は
、

日
頃

、
同

僚
や

後
輩

の
何

を
観

察
し

て
い

ま
す

か
。

相
手

の
心

身
の

状
態

を
正

確
に

把
握

し
、

適
切

な
対

応
を

す
る

た
め

に
は

、
表

面
的

な
情

報
だ

け
で

な
く
、

そ
の

奥
に

あ
る

真
の

情
報

を
つ

か
む

た
め

の
観

察
力

を
養

う
こ

と
が

必
要

で
す

。
本

プ
ロ

グ
ラ

ム
で

は
、

組
織

や
集

団
の

理
念

や
目

標
の

達
成

に
寄

与
す

る
た

め
、

メ
ン

バ
ー

個
々

の
能

力
を

最
大

限
に

引
き

出
し

、
真

の
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

が
取

れ
る

可
能

性
を

高
め

る
こ

と
を

目
的

と
し

ま
す

。
グ

ル
ー

プ
ワ

ー
ク

等
を

組
み

入
れ

な
が

ら
、

自
分

と
メ

ン
バ

ー
を

知
る

方
法

を
探

っ
て

い
き

ま
す

。

業
務

改
善

3
4

◯
や

っ
て

み
よ

う
！

テ
キ

ス
ト

マ
イ

ニ
ン

グ
自

由
記

述
分

析
、

テ
キ

ス
ト

マ
イ

ニ
ン

グ
、

K
H

 C
o
de

r

皆
さ

ん
は

授
業

評
価

ア
ン

ケ
ー

ト
等

で
回

収
し

た
自

由
記

述
の

回
答

を
ど

の
よ

う
に

処
理

し
て

い
ま

す
か

。
自

由
記

述
の

内
容

を
ト

ピ
ッ

ク
毎

に
ま

と
め

た
り

、
一

覧
化

す
る

に
留

ま
っ

て
い

る
も

の
も

多
い

の
で

は
な

い
で

し
ょ

う
か

。
こ

う
し

た
手

作
業

に
よ

る
集

計
は

少
な

い
件

数
で

あ
れ

ば
有

効
な

手
段

と
な

り
ま

す
が

、
膨

大
な

件
数

の
回

答
や

、
属

性
別

の
傾

向
を

捉
え

た
い

時
等

、
条

件
や

状
況

に
よ

っ
て

処
理

で
き

る
量

に
も

限
界

が
あ

り
ま

す
。

そ
こ

で
、

本
プ

ロ
グ

ラ
ム

で
は

、
K
H

 C
o
de

rを
利

用
し

た
テ

キ
ス

ト
マ

イ
ニ

ン
グ

に
つ

い
て

そ
の

方
法

や
事

例
紹

介
を

行
い

つ
つ

、
実

際
に

参
加

者
の

皆
さ

ん
に

体
験

し
て

も
ら

う
こ

と
に

よ
り

、
テ

キ
ス

ト
マ

イ
ニ

ン
グ

の
基

礎
を

学
ん

で
い

た
だ

く
こ

と
を

目
指

し
ま

す
。

デ
ー

タ
の

整
理

の
仕

方
、

ソ
フ

ト
の

使
い

方
、

図
の

読
み

方
な

ど
の

基
本

を
押

さ
え

、
ど

の
よ

う
に

活
用

す
る

こ
と

が
で

き
る

の
か

一
緒

に
探

っ
て

い
き

ま
し

ょ
う

。

人
材

育
成

・
人

事
制

度
3
5

ス
タ

ッ
フ

・
ポ

ー
ト

フ
ォ

リ
オ

入
門

～
職

員
と

大
学

が
共

に
輝

く
た

め
に

～

自
己

理
解

、
メ

ン
タ

リ
ン

グ
、

業
務

整
理

ス
タ

ッ
フ

・
ポ

ー
ト

フ
ォ

リ
オ

と
は

、
職

員
自

ら
が

キ
ャ

リ
ア

形
成

を
図

れ
、

組
織

と
し

て
は

こ
れ

に
よ

り
職

員
一

人
ひ

と
り

の
可

能
性

や
潜

在
能

力
を

知
る

こ
と

が
で

き
る

ツ
ー

ル
の

こ
と

で
す

。
本

プ
ロ

グ
ラ

ム
で

は
、

ス
タ

ッ
フ

・
ポ

ー
ト

フ
ォ

リ
オ

の
詳

し
い

定
義

や
そ

の
有

益
性

を
説

明
し

た
後

に
、

Ｓ
Ｐ

Ｏ
Ｄ

－
Ｓ

Ｄ
で

の
活

用
例

及
び

愛
媛

大
学

で
の

導
入

例
や

実
際

に
ス

タ
ッ

フ
・
ポ

ー
ト

フ
ォ

リ
オ

を
作

成
し

た
職

員
の

声
を

聞
き

、
実

践
例

を
示

し
ま

す
。

ス
タ

ッ
フ

・
ポ

ー
ト

フ
ォ

リ
オ

は
大

学
等

や
大

学
等

の
職

員
人

事
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
に

ど
の

よ
う

な
影

響
や

効
果

を
与

え
る

の
で

し
ょ

う
か

。
ま

た
、

職
員

個
人

に
ど

の
よ

う
な

影
響

や
効

果
が

あ
る

で
し

ょ
う

か
。

さ
ら

に
は

、
ス

タ
ッ

フ
・
ポ

ー
ト

フ
ォ

リ
オ

は
簡

単
に

作
成

す
る

こ
と

が
で

き
る

の
で

し
ょ

う
か

。
作

成
す

る
場

合
に

重
要

な
こ

と
と

は
何

で
し

ょ
う

か
。

こ
の

よ
う

な
疑

問
を

一
つ

ず
つ

解
決

で
き

る
よ

う
な

プ
ロ

グ
ラ

ム
と

な
っ

て
い

ま
す

。
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令
和

２
年

度
Ｓ

Ｐ
Ｏ

Ｄ
内

講
師

派
遣

プ
ロ

グ
ラ

ム
概

要

カ
テ

ゴ
リ

N
o

R
2

新
規

プ
ロ

グ
ラ

ム
名

キ
ー

ワ
ー

ド
内

容
概

要

人
材

育
成

・
人

事
制

度
3
6

持
続

可
能

な
Ｓ

Ｄ
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
開

発
手

法
S
D

プ
ロ

グ
ラ

ム
開

発

Ｓ
Ｄ

と
は

事
務

系
職

員
の

能
力

開
発

活
動

で
あ

り
、

人
材

開
発

か
ら

始
ま

っ
て

、
組

織
の

活
性

化
、

組
織

の
業

績
向

上
、

最
終

的
に

は
大

学
等

の
特

性
と

し
て

地
域

の
活

性
化

と
結

び
つ

い
て

い
く
も

の
で

す
。

Ｓ
Ｄ

に
は

、
職

場
の

中
で

仕
事

に
就

き
な

が
ら

仕
事

に
即

し
て

教
育

す
る

Ｏ
Ｊ
Ｔ

（
職

場
内

教
育

）
と

職
場

か
ら

一
定

期
間

離
れ

て
ま

と
ま

っ
た

教
育

を
す

る
Ｏ

Ｆ
Ｆ

-
Ｊ
Ｔ

（
職

場
外

教
育

）
が

あ
り

、
意

図
的

、
計

画
的

、
持

続
的

に
実

施
し

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。
本

プ
ロ

グ
ラ

ム
は

そ
の

プ
ロ

グ
ラ

ム
開

発
の

た
め

の
手

法
を

学
ぶ

作
業

を
行

い
ま

す
。

人
材

育
成

・
人

事
制

度
3
7

人
材

育
成

ビ
ジ

ョ
ン

の
必

要
性

人
材

育
成

ビ
ジ

ョ
ン

本
プ

ロ
グ

ラ
ム

は
、

Ｓ
Ｐ

Ｏ
Ｄ

に
加

盟
す

る
各

大
学

等
の

人
事

・
人

材
開

発
の

担
当

職
員

に
対

し
て

、
各

大
学

に
ふ

さ
わ

し
い

人
事

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

シ
ス

テ
ム

を
効

果
的

に
機

能
さ

せ
、

職
員

一
人

ひ
と

り
が

優
れ

た
人

材
に

育
っ

て
い

く
た

め
の

基
本

的
な

人
材

育
成

ビ
ジ

ョ
ン

開
発

の
手

法
を

理
解

す
る

こ
と

が
で

き
ま

す
。

人
材

育
成

・
人

事
制

度
3
8

高
等

教
育

機
関

の
職

員
に

必
要

な
能

力
と

専
門

性

高
等

教
育

機
関

職
員

、
大

学
改

革
、

S
D

義
務

化
汎

用
的

能
力

、
専

門
性

高
等

教
育

機
関

を
取

り
巻

く
環

境
の

変
化

や
、

大
学

改
革

の
進

展
に

伴
い

、
高

等
教

育
機

関
の

職
員

に
求

め
ら

れ
る

能
力

も
高

度
化

、
多

様
化

し
て

い
ま

す
。

さ
ら

に
、

大
学

設
置

基
準

で
は

「
職

員
が

大
学

の
運

営
に

必
要

な
知

識
・
技

能
を

身
に

つ
け

、
能

力
・
資

質
を

向
上

さ
せ

る
た

め
の

研
修

の
機

会
を

設
け

る
こ

と
そ

の
他

必
要

な
取

り
組

み
を

行
う

こ
と

。
」
と

し
て

平
成

2
9
年

4
月

1
日

付
け

で
Ｓ

Ｄ
が

義
務

化
さ

れ
る

こ
と

に
な

り
ま

し
た

。
本

プ
ロ

グ
ラ

ム
で

は
、

高
等

教
育

機
関

を
取

り
巻

く
環

境
・
改

革
を

理
解

し
、

こ
れ

か
ら

の
高

等
教

育
機

関
職

員
に

求
め

ら
れ

る
能

力
と

専
門

性
に

つ
い

て
説

明
す

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
に

な
る

こ
と

を
目

指
し

ま
す

。

学
生

支
援

3
9

学
生

の
自

立
を

促
す

学
生

支
援

の
実

践
と

コ
ツ

学
生

支
援

学
内

で
の

学
生

活
動

の
中

心
と

な
る

リ
ー

ダ
ー

育
成

や
学

生
同

士
に

よ
る

ピ
ア

・
サ

ポ
ー

ト
が

新
た

な
学

生
支

援
と

し
て

注
目

を
浴

び
て

い
ま

す
。

四
国

内
で

も
そ

の
よ

う
な

取
り

組
み

が
盛

ん
に

お
こ

な
わ

れ
て

お
り

、
そ

れ
ら

の
事

例
と

教
職

員
が

ど
の

よ
う

に
関

与
し

て
い

け
ば

良
い

の
か

の
コ

ツ
の

紹
介

を
複

数
大

学
の

事
例

紹
介

を
織

り
交

ぜ
な

が
ら

進
め

ま
す

。
必

要
に

応
じ

、
取

り
組

み
に

関
与

し
て

い
る

学
生

の
生

の
声

も
聞

け
る

よ
う

に
い

た
し

ま
す

。
教

職
員

だ
け

で
な

く
、

学
生

を
巻

き
込

ん
だ

総
合

的
な

研
修

と
な

っ
て

い
ま

す
。

学
生

支
援

4
0

学
生

の
主

体
性

を
促

す
学

習
支

援
学

習
支

援
、

事
例

紹
介

学
生

た
ち

の
主

体
的

な
学

び
を

促
進

す
る

た
め

に
、

私
た

ち
教

職
員

は
授

業
や

日
常

の
学

生
生

活
の

中
で

様
々

な
支

援
を

行
っ

て
い

ま
す

。
た

と
え

ば
、

予
・
復

習
、

参
考

書
や

有
益

な
情

報
の

提
供

、
学

習
に

関
わ

る
助

言
、

あ
る

い
は

学
習

支
援

の
た

め
の

施
設

整
備

な
ど

で
す

。
こ

の
よ

う
な

支
援

で
は

、
学

生
の

現
状

や
抱

え
る

課
題

に
沿

っ
た

方
法

・
対

応
が

求
め

ら
れ

ま
す

。
本

プ
ロ

グ
ラ

ム
で

は
、

国
内

の
学

習
支

援
の

現
状

と
他

大
学

の
実

践
事

例
を

紹
介

し
た

後
、

所
属

大
学

等
の

学
習

支
援

に
関

す
る

現
状

や
課

題
を

参
加

者
間

で
共

有
し

、
実

施
可

能
な

学
習

支
援

の
方

法
に

つ
い

て
考

え
て

い
き

ま
す

。

学
生

支
援

4
1

現
代

学
生

の
理

解
と

関
わ

り
方

学
生

支
援

、
メ

ン
タ

ル
ヘ

ル
ス

、
ソ

ー
シ

ャ
ル

・
ス

キ
ル

本
プ

ロ
グ

ラ
ム

で
は

、
多

様
化

す
る

学
生

像
を

概
観

し
た

上
で

、
自

分
が

こ
れ

ま
で

に
経

験
し

て
き

た
学

生
の

姿
と

現
代

学
生

の
姿

の
違

い
を

理
解

す
る

こ
と

と
と

も
に

、
事

例
を

通
し

て
学

生
と

の
関

わ
り

を
検

討
し

、
教

員
と

し
て

学
生

に
関

わ
る

と
き

の
注

意
点

や
コ

ツ
を

身
に

つ
け

る
こ

と
を

目
的

と
し

ま
す

。
ま

た
、

ソ
ー

シ
ャ

ル
・
ス

キ
ル

（
社

会
性

）
教

育
の

例
や

若
者

の
メ

ン
タ

ル
ヘ

ル
ス

に
関

す
る

現
代

的
ト

ピ
ッ

ク
を

取
り

上
げ

、
学

生
理

解
の

一
助

と
し

ま
す

。

学
生

支
援

4
2

障
が

い
を

有
す

る
学

生
の

理
解

と
支

援
障

が
い

学
生

支
援

平
成

２
８

年
に

障
害

者
差

別
解

消
法

が
施

行
さ

れ
、

大
学

等
に

お
い

て
も

障
害

者
へ

の
不

当
な

差
別

的
取

扱
い

の
禁

止
及

び
合

理
的

配
慮

の
提

供
が

求
め

ら
れ

る
よ

う
に

な
り

ま
し

た
。

大
学

等
に

お
け

る
障

が
い

学
生

支
援

は
取

り
組

む
べ

き
重

要
な

課
題

と
な

っ
て

い
ま

す
。

本
プ

ロ
グ

ラ
ム

で
は

、
障

が
い

学
生

の
現

状
を

概
観

し
、

大
学

等
で

行
う

支
援

方
法

の
例

や
、

学
内

外
の

連
携

シ
ス

テ
ム

に
つ

い
て

紹
介

し
ま

す
。

学
生

支
援

4
3

◯
発

達
障

害
の

あ
る

学
生

に
配

慮
し

た
授

業
づ

く
り

発
達

障
害

、
学

生
支

援
、

合
理

的
配

慮

発
達

障
害

は
本

人
の

抱
え

る
困

難
さ

が
目

に
見

え
て

認
識

し
に

く
く
、

ま
た

、
個

人
に

よ
る

違
い

も
大

き
い

と
言

わ
れ

て
い

ま
す

。
こ

の
プ

ロ
グ

ラ
ム

で
は

、
個

々
の

特
性

に
配

慮
し

な
が

ら
、

ど
の

よ
う

に
授

業
を

進
め

れ
ば

、
学

生
の

効
果

的
な

学
び

を
サ

ポ
ー

ト
で

き
る

か
を

考
え

ま
す

。
発

達
障

害
の

基
本

的
な

理
解

に
基

づ
き

、
授

業
の

進
め

方
や

工
夫

を
例

示
し

た
り

、
参

加
者

間
が

身
近

な
事

例
を

持
ち

寄
り

情
報

共
有

を
行

っ
た

り
す

る
場

を
設

け
た

い
と

思
い

ま
す

。
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令
和

２
年

度
Ｓ

Ｐ
Ｏ

Ｄ
内

講
師

派
遣

プ
ロ

グ
ラ

ム
概

要

カ
テ

ゴ
リ

N
o

R
2

新
規

プ
ロ

グ
ラ

ム
名

キ
ー

ワ
ー

ド
内

容
概

要

学
生

支
援

4
4

◯
体

験
学

習
の

展
開

方
法

（
支

え
促

す
体

験
学

習
）

体
験

学
習

、
リ

フ
レ

ク
シ

ョ
ン

支
援

、
コ

ー
チ

ン
グ

、
活

動
計

画
と

評
価

本
プ

ロ
グ

ラ
ム

は
、

「
体

験
学

習
の

展
開

方
法

（
支

え
促

す
体

験
学

習
）
」
と

し
て

、
よ

り
効

果
的

に
体

験
学

習
を

行
え

る
よ

う
、

体
験

学
習

の
基

本
的

な
考

え
方

や
、

具
体

的
な

支
援

の
視

点
や

方
法

を
お

さ
え

る
こ

と
が

で
き

る
機

会
と

な
る

よ
う

構
成

し
て

い
ま

す
。

体
験

学
習

の
概

念
や

過
程

、
成

長
を

促
し

や
す

い
体

験
、

体
験

学
習

を
支

援
し

促
す

方
法

な
ど

を
、

レ
ク

チ
ャ

ー
と

グ
ル

ー
プ

ワ
ー

ク
に

よ
っ

て
理

解
し

ま
す

。
学

習
活

動
や

演
習

、
実

習
で

活
用

で
き

る
知

見
を

提
供

し
ま

す
。

危
機

管
理

・
学

生
支

援
4
5

危
機

管
理

ケ
ー

ス
ス

タ
デ

ィ
に

よ
る

、
学

生
支

援
体

制
の

構
築

危
機

管
理

、
学

生
支

援
、

F
D

入
学

試
験

中
の

受
験

生
の

嘔
吐

、
夜

間
（
も

し
く
は

休
日

）
の

警
察

か
ら

の
学

生
引

き
取

り
要

請
電

話
、

警
察

か
ら

の
学

生
に

関
す

る
情

報
の

提
供

要
請

、
ク

ラ
ブ

の
県

外
試

合
時

の
学

生
事

故
、

発
達

障
が

い
に

起
因

す
る

と
思

わ
れ

る
ケ

ン
カ

、
教

員
に

よ
る

パ
ワ

ー
ハ

ラ
ス

メ
ン

ト
に

関
す

る
学

生
の

訴
え

、
津

波
警

報
発

令
に

よ
る

住
民

の
学

校
避

難
、

学
生

の
登

校
状

況
へ

の
地

域
住

民
か

ら
の

苦
情

、
奨

学
金

情
報

の
周

知
へ

の
保

護
者

か
ら

の
苦

情
，

な
ど

、
学

校
の

組
織

的
対

応
の

準
備

が
懸

念
さ

れ
る

状
況

は
少

な
く
あ

り
ま

せ
ん

。
高

専
に

お
け

る
ケ

ー
ス

ス
タ

デ
ィ

を
と

お
し

て
必

要
な

危
機

管
理

･学
生

支
援

の
フ

ロ
ー

や
シ

ス
テ

ム
を

確
認

し
ま

す
。

そ
れ

は
、

そ
の

ま
ま

各
校

に
お

け
る

教
員

F
D

の
モ

デ
ル

と
な

り
ま

す
。

な
お

，
各

校
研

修
で

用
い

る
ケ

ー
ス

ス
タ

デ
ィ

は
，

準
備

し
て

い
る

ケ
ー

ス
ス

タ
デ

ィ
･セ

ッ
ト

（
2
0
件

あ
り

）
か

ら
選

択
，

も
し

く
は

そ
れ

を
各

校
の

希
望

に
よ

り
ア

レ
ン

ジ
し

て
実

施
し

ま
す

。

危
機

管
理

4
6

事
例

か
ら

考
え

る
ハ

ラ
ス

メ
ン

ト
ハ

ラ
ス

メ
ン

ト
事

例
、

施
策

本
プ

ロ
グ

ラ
ム

で
は

、
大

学
等

に
お

い
て

、
今

、
身

近
に

あ
る

ハ
ラ

ス
メ

ン
ト

に
つ

い
て

説
明

す
る

と
共

に
、

な
ぜ

ハ
ラ

ス
メ

ン
ト

が
無

く
な

ら
な

い
の

か
問

題
提

起
し

ま
す

。
そ

し
て

複
雑

か
つ

多
様

化
す

る
ハ

ラ
ス

メ
ン

ト
に

つ
い

て
、

具
体

的
事

例
を

挙
げ

な
が

ら
、

「
ケ

ー
ス

メ
ソ

ッ
ド

」
に

よ
り

省
察

し
、

①
ハ

ラ
ス

メ
ン

ト
認

定
の

ポ
イ

ン
ト

、
②

ハ
ラ

ス
メ

ン
ト

が
起

き
た

場
合

の
対

処
方

法
、

③
ハ

ラ
ス

メ
ン

ト
「
施

策
」
を

導
き

だ
し

て
い

き
ま

す
。

危
機

管
理

4
7

教
職

員
の

た
め

の
危

機
管

理
リ

ス
ク

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

事
例

、
施

策

本
プ

ロ
グ

ラ
ム

で
は

、
今

や
避

け
て

は
通

れ
な

い
リ

ス
ク

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

に
つ

い
て

、
教

職
員

に
求

め
ら

れ
る

権
利

義
務

を
理

解
し

た
上

で
、

事
件

・
事

故
等

の
対

処
方

法
、

予
防

策
の

構
築

方
法

を
に

つ
い

て
学

び
、

①
大

学
等

に
お

け
る

危
機

管
理

と
は

何
か

を
理

解
し

②
事

件
･事

故
等

に
自

ら
判

断
を

行
い

、
対

処
す

る
こ

と
が

で
き

③
事

件
・
故

等
の

予
防

策
を

構
築

す
る

こ
と

が
で

き
る

よ
う

に
な

る
こ

と
を

目
指

し
ま

す
。

入
門

編
、

実
践

編
、

特
論

編
（
事

業
継

続
計

画
（
Ｂ

Ｃ
Ｐ

）
）
に

分
け

て
実

施
す

る
こ

と
が

で
き

ま
す

。

事
例

紹
介

4
8

学
生

が
輝

く
Ｆ

Ｄ
の

実
践

事
例

F
D

実
践

事
例

本
プ

ロ
グ

ラ
ム

で
は

、
Ｆ

Ｄ
の

意
義

・
定

義
、

歴
史

・
国

際
動

向
、

Ｆ
Ｄ

の
取

組
み

事
例

、
推

進
す

る
上

で
の

コ
ツ

を
説

明
し

ま
す

。
ま

た
国

内
外

の
優

れ
た

取
組

み
事

例
、

組
織

体
制

を
紹

介
し

ま
す

。
希

望
に

応
じ

て
所

属
機

関
の

Ｆ
Ｄ

に
関

す
る

コ
ン

サ
ル

テ
ィ

ン
グ

や
ニ

ー
ズ

分
析

を
行

い
ま

す
。

本
格

的
な

Ｆ
Ｄ

の
取

組
み

は
こ

れ
か

ら
と

い
う

導
入

時
期

に
最

適
な

プ
ロ

グ
ラ

ム
で

す
。
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研修名： アクティブラーニング実践（だれでもできる！グループワークのためのファシリテーション）

講師名： 竹中喜一（愛媛大学）

実施日：　 2021年2月2日（火）

開催校： 香川大学

実施形態： 遠隔

参加者数： ３７名

アンケート回答者数：３１名

１．参加者ご自身について
職種

度数 割合
①  教員　 　 28 90.3
②  職員　 　 3 9.7
③  学生　 　 0 0.0
④  その他 0 0.0

計 31 100.0

２．研修の実施体制について
(1)研修目的や内容についてある程度知った上で参加した

度数 割合
④ そう思う 21 67.7
③ どちらかといえばそう思う 9 29.0
② どちらかといえばそう思わない 1 3.2
① そう思わない 0 0.0

計 31 100.0

(2)自分自身で能力開発の必要性を感じて参加した

度数 割合
④ そう思う 27 87.1
③ どちらかといえばそう思う 4 12.9
② どちらかといえばそう思わない 0 0.0
① そう思わない 0 0.0

計 31 100.0

(3)研修内容をすぐに活用しなければならない状況で参加した

度数 割合
④ そう思う 11 35.5
③ どちらかといえばそう思う 11 35.5
② どちらかといえばそう思わない 6 19.4
① そう思わない 3 9.7

計 31 100.0

(4)研修の実施時期は適当だった

度数 割合
④ そう思う 15 48.4
③ どちらかといえばそう思う 13 41.9
② どちらかといえばそう思わない 3 9.7
① そう思わない 0 0.0

計 31 100.0

ＳＰＯＤ内講師派遣プログラムアンケート集計結果

④ そう思う

68%

③ どちらかと

いえばそう思う

29%

② どちらかといえば

そう思わない

3%

④ そう思う

87%

③ どちらかとい

えばそう思う

13%

④ そう思う

36%

③ どちらかと

いえばそう思…

② どちらかと

いえばそう思

わない

19%

① そう思わない

10%

④ そう思う

48%
③ どちらかと

いえばそう思

う

42%

② どちらかといえ

ばそう思わない

10%
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(5)研修会場は快適な環境だった

度数 割合
④ そう思う 22 71.0
③ どちらかといえばそう思う 8 25.8
② どちらかといえばそう思わない 1 3.2
① そう思わない 0 0.0

計 31 100.0

(6)研修時間は研修目的を達成するために丁度良い長さだった

度数 割合
④ そう思う 23 74.2
③ どちらかといえばそう思う 7 22.6
② どちらかといえばそう思わない 1 3.2
① そう思わない 0 0.0

計 31 100.0

(7)研修は全体的に満足できるものだった

度数 割合
④ そう思う 21 67.7
③ どちらかといえばそう思う 10 32.3
② どちらかといえばそう思わない 0 0.0
① そう思わない 0 0.0

計 31 100.0

３．講師及び内容について
(1)到達目標は明確に示されていた

度数 割合
④ そう思う 27 87.1
③ どちらかといえばそう思う 4 12.9
② どちらかといえばそう思わない 0 0.0
① そう思わない 0 0.0

計 31 100.0

(2)講師の用意した教材はわかりやすかった

度数 割合
④ そう思う 26 83.9
③ どちらかといえばそう思う 5 16.1
② どちらかといえばそう思わない 0 0.0
① そう思わない 0 0.0

計 31 100.0

(3)わかりやすい順序ですすめられた

度数 割合
④ そう思う 24 77.4
③ どちらかといえばそう思う 7 22.6
② どちらかといえばそう思わない 0 0.0
① そう思わない 0 0.0

計 31 100.0

④ そう思う

87%

③ どちらかと

いえばそう思う

13%

④ そう思う

84%

③ どちらかと

いえばそう思う

16%

④ そう思う

77%

③ どちらか

といえばそ

う思う

23%

④ そう思う

71%

③ どちらかと

いえばそう思

う

26%

② どちらかとい

えばそう思わない

3%

④ そう思

う

74%

③ どちらかと

いえばそう思う

23%

② どちらかといえ

ばそう思わない

3%

④ そう思

う

68%

③ どちらかとい

えばそう思う

32%
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(4)講師の言動は学習意欲を高めた

度数 割合
④ そう思う 22 71.0
③ どちらかといえばそう思う 9 29.0
② どちらかといえばそう思わない 0 0.0
① そう思わない 0 0.0

計 31 100.0

(5)自分の業務に活かせる内容だった

度数 割合
④ そう思う 18 58.1
③ どちらかといえばそう思う 12 38.7
② どちらかといえばそう思わない 1 3.2
① そう思わない 0 0.0

計 31 100.0

(6)自分に必要な知識やスキルを身に着けることができた

度数 割合
④ そう思う 13 41.9
③ どちらかといえばそう思う 18 58.1
② どちらかといえばそう思わない 0 0.0
① そう思わない 0 0.0

計 31 100.0

(7)受講したことによって業務への取り組み方が改善されると思う

度数 割合
④ そう思う 19 61.3
③ どちらかといえばそう思う 12 38.7
② どちらかといえばそう思わない 0 0.0
① そう思わない 0 0.0

計 31 100.0

(8)満足できるものだった

度数 割合
④ そう思う 22 71.0
③ どちらかといえばそう思う 9 29.0
② どちらかといえばそう思わない 0 0.0
① そう思わない 0 0.0

計 31 100.0

④ そう思う

71%

③ どちらかとい

えばそう思う

29%

④ そう思う

58%

③ どちらかと

いえばそう思う

39%

② どちらかとい

えばそう思わな

い

3%

④ そう思う

42%

③ どちらかと

いえばそう思う

58%

④ そう思

う…

③ どちらかと

いえばそう思う

39%

④ そう思う

71%

③ どちらかとい

えばそう思う

29%
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４．この研修を受講して良かったと思われる点を、具体的にお書き下さい。

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

グループ交流が良かったんです。

同じことで悩んでいる先生方の意見がたくさん聞けてよかった。

アクティブラーニングを実践を通して学ぶことができ、同じ悩みを持つ教員とも意見交換ができ、大
変勉強になった。

グループ討議以外はビデオOFFにしてもよいとのご配慮がありがたかったです。

リモートでの授業を学生のように受講できました。

アクティブラーニングに対する教員の視点を知れた。

ファシリテーションの重要性と、オンラインでも十分にアクティブ・ラーニングやグループワークを
実施することができることを学ぶことができた。

高専の教員なので大学の様子を少し知ることができました。
「ツールにおぼれてはならない」とのことでしたが、ブレイクアウトルームの機能を知ることができ
て良かったです。研究します。

アクティブラーニングの基本を再確認できた

学生への発問の工夫の大切さが理解できた。

教員の具体的な介入について例を挙げて教示して頂いた点
グループワークを入れた点

学生に積極的に参加させる場合の工夫について意見共有できて有意義であった。

実際にグループワークを行ったことで、ファシリテーションが非常に重要なことを再認識させていた
だきました。

他の受講生の方と、アクティブラーニングについて話せたのが良かった。

グループワークの進め方の多くのアイディアを得ることができました。また、他大学の先生ともお話
しでき、とても参考になりました。

共同学習や発問について、講習内容として考え方のヒントを頂けたほか、グループワーク中に他の先
生方と発問の工夫や課題("発問は難しい"という認識を持つことが重要)に関する情報交換を行うこと
ができた。

3人でのグループワークは良かったです。自分自身が良く知って使わないと大変になるかと思いまし
た。

オンラインで限られた時間内ではあるが、他学の先生と会話できたのがよかった。
説明もわかりやすく、発見もあり、有用であったと思う。

グループワークで、他の教員との意見交換のなかにいろいろな気づきがあり、良かった。

学ぶ楽しさが感じられ、学生の立場ならこのような学修はうれしいと思うだろうと思いました。

コロナ対策として，オンラインなのは当然だと思うのですが，やはり，このテーマは対面がよかった
だろうと思います。
グループでのディスカッションは，あまり効果的ではなかったように思います。
ファシリテーションの研修なのに，グループワークの醍醐味を感じることができず，残念でした。
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○

○

○

５．この研修をよりよいものとするために改善すべき点があれば、具体的にお書き下さい。

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

盛りだくさんの内容だったという印象です。入門編としては致し方ないかも知れませんが、ワークの
時間が少なかった気がします。

今でも十分良い研修だったが、実際にこれらのスキルを使ったときの授業例があればよりよかったと
思う。

グループワークの時間配分は、もう少し長くてもいいかと

休憩をはさみながら、あと30分から1時間長くして、ワークの時間がもっとあってもよかったと思う。

対面で，また，グループファシリテーションの効果を体感できるような仕組みで実施できるとありが
たい。

ZOOM研修は気軽に受けやすいので今後もしていただきたいです。

内容はもう少し専門的なものでも良いと思いました。

zoomではあったが、ほかの方の意見が聞けて同じような点で困っていたのだとわかって良かった

実際のさまざまな例があると実践しやすいと思います。

もう少し、他の参加者の実践例を知りたかった（異なるグループでのワークがあってもよかった）

グループワークは1度は必要と思われるが、1コマで1度で考える内容を3つ程度で実施する方がブレイ
ンストーミング形式であれば良いと思われる。

今回の続きとして、より専門的にファシリテーションスキルを向上させるものがあれば参加したい。

講師の先生の講義はとても分かりやすく、次回配分や構成も良く、最後まで集中して受講出来まし
た。

グループワークで、他の教員の方が実践されている授業における具体的な工夫等が聞けた点
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６．その他、何かありましたらお書きください。

○

○

○

○

○

○

ルーブリック評価の妥当性の検証を思案中です。
なにかアドバイスがあればよろしくお願いします。

Google Jamboardを先生方が実際に触られていて、大変分かりやすかった。

Zoomでの受講に慣れておらず、対面での講演より内容に集中できなかったように思います。

今後も定期的にファシリテーションのスキル向上のためのFDを開催して欲しい。
簡単な打ち合わせでも、会議でも活用できるスキルだと思うのでより多くの人に知って欲しいし、参
加して欲しいと思います。

ちょうどグループワークに入るときに、仕事の電話への対応が必要となり、同じグループの方に失礼
になりましたこと、申し訳なく思っております。
香川大学の先生方の熱い思いが伝わってきました。とても勉強になりました。また、次回もぜひ、開
催してくださるとありがたいです。本当にお世話になりました。学びの多い2時間でした。お礼を申し
上げます。
可能であれば、参加者のこのような感想を共有できる機会があると良いと思います。例えば、アン
ケートの集計結果を参加者に連絡するなど。

勝手なことを書きましたが，大変な中，研修を開催くださりありがとうございました。
今後とも，どうぞよろしくお願いいたします。
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研修名： ティーチング・ポートフォリオ入門～教育実践のリフレクション～

講師名： 仲道雅輝（愛媛大学）

実施日：　 令和3年3月12日（金）

開催校： 香川短期大学

実施形態： 対面と遠隔（同期），後日遠隔（非同期）あり

参加者数： 39名（対面15名，遠隔（同期）16名，遠隔（非同期）8名）

アンケート回答者数：30名

１．参加者ご自身について
職種

度数 割合
① 教員 30 100.0
② 職員 0 0.0
③ 学生 0 0.0
④ その他 0 0.0

計 30 100.0

２．研修の実施体制について
(1)研修目的や内容についてある程度知った上で参加した

度数 割合
④ そう思う 6 20.0
③ どちらかといえばそう思う 20 66.7
② どちらかといえばそう思わない 4 13.3
① そう思わない 0 0.0

計 30 100.0

(2)自分自身で能力開発の必要性を感じて参加した

度数 割合
④ そう思う 10 33.3
③ どちらかといえばそう思う 20 66.7
② どちらかといえばそう思わない 0 0.0
① そう思わない 0 0.0

計 30 100.0

(3)研修内容をすぐに活用しなければならない状況で参加した

度数 割合
④ そう思う 4 13.3
③ どちらかといえばそう思う 17 56.7
② どちらかといえばそう思わない 6 20.0
① そう思わない 3 10.0

計 30 100.0

(4)研修の実施時期は適当だった

度数 割合
④ そう思う 13 44.8
③ どちらかといえばそう思う 14 48.3
② どちらかといえばそう思わない 2 6.9
① そう思わない 0 0.0

計 29 100.0

ＳＰＯＤ内講師派遣プログラムアンケート集計結果
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(5)研修会場は快適な環境だった

度数 割合
④ そう思う 18 60.0
③ どちらかといえばそう思う 9 30.0
② どちらかといえばそう思わない 3 10.0
① そう思わない 0 0.0

計 30 100.0

(6)研修時間は研修目的を達成するために丁度良い長さだった

度数 割合
④ そう思う 13 44.8
③ どちらかといえばそう思う 15 51.7
② どちらかといえばそう思わない 1 3.4
① そう思わない 0 0.0

計 29 100.0

(7)研修は全体的に満足できるものだった

度数 割合
④ そう思う 18 60.0
③ どちらかといえばそう思う 11 36.7
② どちらかといえばそう思わない 1 3.3
① そう思わない 0 0.0

計 30 100.0

３．講師及び内容について
(1)到達目標は明確に示されていた

度数 割合
④ そう思う 26 86.7
③ どちらかといえばそう思う 4 13.3
② どちらかといえばそう思わない 0 0.0
① そう思わない 0 0.0

計 30 100.0

(2)講師の用意した教材はわかりやすかった

度数 割合
④ そう思う 20 69.0
③ どちらかといえばそう思う 9 31.0
② どちらかといえばそう思わない 0 0.0
① そう思わない 0 0.0

計 29 100.0

(3)わかりやすい順序ですすめられた

度数 割合
④ そう思う 22 73.3
③ どちらかといえばそう思う 8 26.7
② どちらかといえばそう思わない 0 0.0
① そう思わない 0 0.0

計 30 100.0
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(4)講師の言動は学習意欲を高めた

度数 割合
④ そう思う 21 70.0
③ どちらかといえばそう思う 9 30.0
② どちらかといえばそう思わない 0 0.0
① そう思わない 0 0.0

計 30 100.0

(5)自分の業務に活かせる内容だった

度数 割合
④ そう思う 21 70.0
③ どちらかといえばそう思う 9 30.0
② どちらかといえばそう思わない 0 0.0
① そう思わない 0 0.0

計 30 100.0

(6)自分に必要な知識やスキルを身に着けることができた

度数 割合
④ そう思う 14 48.3
③ どちらかといえばそう思う 12 41.4
② どちらかといえばそう思わない 3 10.3
① そう思わない 0 0.0

計 29 100.0

(7)受講したことによって業務への取り組み方が改善されると思う

度数 割合
④ そう思う 17 56.7
③ どちらかといえばそう思う 12 40.0
② どちらかといえばそう思わない 1 3.3
① そう思わない 0 0.0

計 30 100.0

(8)満足できるものだった

度数 割合
④ そう思う 17 56.7
③ どちらかといえばそう思う 12 40.0
② どちらかといえばそう思わない 1 3.3
① そう思わない 0 0.0

計 30 100.0

④ そう思う

70%

③ どちらかと

いえばそう思う

30%

④ そう思う

70%

③ どちらかと

いえばそう思う

30%

④ そう思う

48%

③ どちらかと

いえばそう思う

42%

② どちらかといえ

ばそう思わない

④ そう思う

③ どちらかと

いえばそう思う

40%

② どちらかといえ

ばそう思わない

④ そう思う

57%

③ どちらか

といえばそう

思う

40%

② どちらかといえば

そう思わない

3%

10%

3%

57%

121



４．この研修を受講して良かったと思われる点を、具体的にお書き下さい。

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

５．この研修をよりよいものとするために改善すべき点があれば、具体的にお書き下さい。

○

○

○

○

オンラインの映像（パワーポイント）が横からの映像になっているため、資料に無いものに関して文
字が見えませんでした。正面からの映像を希望します。

この研修をオリエンテーションとして、来年度の年間行事に2回目を企画していただき、早めに予定が
わかれば幸いです。お忙しい中研修会の企画等、ありがとうございました。

いつも研修ありがとうございます。
斜めからの映像でなくせめて正面から見えたらさらによかったです。声は平素の研修より聞き取りや
すかったです。ありがとうございました。

業務の都合で当日参加できず、録画での参加となりました。そのため、スライドの状況が見えにく
かったり実際の作業の様子が伝わってこなかったりしたので、物足りなさを感じました。どうしても
定点での設定になるので、ほぼ無音の状況が続くのもしんどかったです。

ポートフォリオ作成に対する苦手意識が少し改善されました。ありがとうございました。

今回の内容は1年の振り返りと今後の授業に関する内容を見直すのに必要な内容であった。

TPについて、概略がわかり、取り組んでみたいという気持ちになりました。

ティーチング・ポートフォリオについてのお話でしたが、教育という観点以外でも、自分の仕事に対
する姿勢を見直す機会になりました。どのような仕事に関しても使えることだと思うので、自分自身
の中で1年に1回は見直す時間を作ろうと思いました。とても勉強になりました。

ワークの段階毎に丁寧な説明があったので、理解しやすかったです。

改めて自分の考え方が分かりました。

他の教員の内容を知ることができた。（ワークを通じて）

ティーチングポートフォリオの「はじめの一歩」になりました。

教育活動の取り組みの整理の方法がわかった

自分の業務や研究について振り返る観点を持てたと思います。

今まで1度だけ作ったことがあるが、理解をより深められたと思う。
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令和２年度第７回ＳＰＯＤネットワークコア運営協議会 議事概要 

 

１ 日 時 令和３年２月２２日（月）１３：００～１３：５５ 

２ 場 所 各コア校（Ｚｏｏｍ開催） 

３ 出席者 別紙のとおり 

４ 議 題  

 

（１）ＳＰＯＤへの新規加盟について                 【資料１－１～３，参考資料１－１～２】 

議長から資料１－１に基づき，学校法人穴吹学園より，令和３年４月１日付けで開学予定のせとうち観光専門

職短期大学のＳＰＯＤへの加盟申請があり，令和３年３月２９日（月）開催の総会で審議予定である旨説明があ

った。 

次に議長から資料１－２～３及び参考資料１－１～２に基づき，せとうち観光専門職短期大学の加盟が了承さ

れた場合の共同事業契約書及び規約「別表第１」の変更内容について説明があり，審議の結果異議なく了承され

た。このことについては令和３年３月２９日（月）開催の総会で審議予定である旨説明があった。 

 

（２）次年度事業予算及び共同事業契約における役割分担等について            【資料２－１～２】 

   議長から資料２－１～２に基づき，令和３年度ＳＰＯＤ事業予算案及び令和３年度共同事業契約における役割

分担等案について，特に，対面で開催していた研修・会議等の一部がオンライン開催となることに伴う旅費の減

額や，せとうち観光専門職短期大学の加盟に伴う年会費等の取り扱いを中心に説明があり，審議の結果，異議な

く了承された。議長から，このことについては，令和３年３月２９日（月）開催の総会で審議予定である旨説明

があった。 

 

（３）令和２年度ＳＰＯＤ事業経費について                       【資料３－１～２】 

   議長から資料３－１～２に基づき，令和２年度事業経費の執行状況について説明があり，異議なく了承された。 

なお，現在執行予定内訳に挙げている以外の使途が発生した場合は，メールにて各コア校に確認依頼を行い，

修正する旨併せて説明があった。また，本事業経費の会計監査は令和３年３月１７日及び２３日，最終的な収支

報告は令和３年３月２９日（月）開催の総会に諮る予定である旨説明があった。 

 

（４）令和２年度ＳＰＯＤ研修プログラム実施状況等について                   【資料４】 

   議長から資料４に基づき，令和３年２月１７日（水）現在の令和２年度ＳＰＯＤ研修プログラム実施状況につ

いて説明があった。 

 

（５）令和２年度ＳＰＯＤ事業の総括について                          【資料５】 

   議長から資料５に基づき，令和２年度ＳＰＯＤ事業の全体総括として，各事業の実施状況について説明があっ

た。また，議長から本資料は今年度の活動報告書に掲載する旨説明があり，意見がある場合は令和３年２月２６日

（金）までにＳＰＯＤ事務局へ連絡いただくよう依頼があった。 

 

（６）令和２年度ＳＰＯＤ内講師派遣事業について               【資料６，参考資料２－１～２】 

   議長から資料６及び参考資料２－１～２に基づき，令和２年度ＳＰＯＤ内講師派遣事業に関するアンケート結

果について報告があった。 

 

（７）令和３年度ＳＰＯＤ内講師派遣事業について           【資料７－１～４，参考資料３－１～４】 

 議長から資料７－１～３及び参考資料３－１～３に基づき，令和３年度ＳＰＯＤ内講師派遣プログラム及びＳＰ

ＯＤ内講師派遣事業の取扱いについて説明があり，異議なく了承された。 

次に，議長から，本会議終了後にＳＰＯＤ事務局から各加盟校（開催校）へ決定プログラム等について通知し， 
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各加盟校（開催校）から講師所属校事務担当者へ講師との連絡方法等を確認するよう依頼予定である旨説明があ

った。 

また，議長から資料７－４及び参考資料３－４に基づき，各プログラム終了後に実施するアンケートの様式を見

直したい旨の提案があり，異議なく了承された。 

 

（８）令和３年度ＳＰＯＤ事業計画について                   【資料８，参考資料４】 

   議長から資料８及び参考資料４に基づき，令和３年度ＳＰＯＤ事業計画（案）の前回からの変更点について説

明があり，異議なく了承された。 

 

（９）ＳＰＯＤフォーラム２０２１について                   【資料９，参考資料５】 

     高知大学塩崎委員より資料９，参考資料５及び追加資料に基づき，シンポジウム概要について説明があり，異

議なく了承された。 

 

（１０）令和３年度大学人・社会人としての基礎力養成プログラムについて            【資料１０】 

中井ＳＤ専門部会長から資料１０に基づき，令和３年度大学人・社会人としての基礎力養成プログラム(新任職

員)の概要について報告があった。 

 

（１１）令和３年度次世代リーダー養成ゼミナールの開催について                【資料１１】 

中井ＳＤ専門部会長から資料１１に基づき，令和３年度次世代リーダー養成ゼミナールの概要について報告が

あった。 

 

（１２）オンライン授業に関するリーフレットの作成について                  【資料１２】 

高知大学杉田委員から資料１２に基づき，オンライン授業に関するリーフレット「オンライン授業でアクティ

ブ・ラーニングを成功させるＴｉｐｓ」を作成したことについて報告があった。 

     

（１３）その他 

議長から，今年度のＳＰＯＤネットワークコア運営協議会は今回で最後の予定であるが，今後審議する必要の

ある議題が生じた場合は，必要に応じてメール等により審議を行いたい旨説明があった。 
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大学名 所　　属 氏　　名 担当

高等教育研究センター教育改革推進部門　准教授 吉田　博 ＦＤ

高等教育研究センター教育改革推進部門　助教 飯尾　健 ＦＤ

高等教育研究センター教育の質保証支援室　助教 塩川　奈々美 ＦＤ

総務部　人事課長 河野　信幸 ＳＤ

総務部人事課　副課長 早渕　喜春 ＳＤ

学務部教育支援課　教育企画室長 川野　晋資　 事務

学務部教育支援課　専門職員 白田　智子 事務

大学教育基盤センター能力開発部長　教授 石井　知彦 ＦＤ

大学教育基盤センター能力開発部　准教授 佐藤　慶太 ＦＤ

大学教育基盤センター能力開発部　准教授 西本　佳代 ＦＤ

大学教育基盤センター能力開発部　特命講師 小坂　有資 ＦＤ

教育・学生支援部修学支援グループ　サブリーダー 圖子　賀津美 ＦＤ

教育・学生支援部修学支援グループ　グループ員 小橋　美幸 ＦＤ

企画総務部次長（（併）給与福利グループリーダー） 小西　誠二 ＳＤ

企画総務部給与福利グループ　チーフ 宮崎　慎也 ＳＤ

教育・学生支援部学務グループ　リーダー 藤沢　博伸 事務

大学教育創造センター　センター長　教授 塩崎　俊彦 ＦＤ

大学教育創造センター　准教授 杉田　郁代 ＦＤ

大学教育創造センター　特任講師 髙畑　貴志 ＦＤ

大学教育創造センター（兼務）　講師 俣野　秀典 ＦＤ

総務部人事課　専門員（労務担当） 有友　幸代 ＳＤ

総務部人事課労務管理係　主任 市川　美波 ＳＤ

学務部学務課　課長補佐　 有澤　英之 事務

学務部学務課　総務係長　 吉岡　瞳 事務

学務部学務課総務係　事務補佐員 矢野　日菜子 事務

教育・学生支援機構副機構長／教育企画室長　教授 小林　直人 議長・ＦＤ

教育・学生支援機構教育企画室　講師 村田　晋也 ＦＤ

教育・学生支援機構教育企画室　講師 仲道　雅輝 ＦＤ

教育・学生支援機構教育企画室　副室長　教授 中井　俊樹 ＳＤ

教育・学生支援機構教育企画室　講師 竹中　喜一 ＳＤ

総務部　人事課長 米田　健 ＳＤ

総務部人事課人事・人材育成チーム　チームリーダー 山浦　久美子 ＳＤ

総務部人事課人事・人材育成チーム　サブリーダー 山根　佑介 ＳＤ

教育学生支援部長 近藤　理 事務

教育学生支援部　愛媛大学ＳＤ統括コーディネータ－ 吉田　一惠 ＳＤ

教育学生支援部　教育企画課長 織田　隆司 ＦＤ・事務

教育学生支援部教育企画課教育企画チーム　チームリーダー藤原　力 事務

教育学生支援部教育企画課教育企画チーム　サブリーダー 進藤　千晶 事務

教育学生支援部教育企画課教育企画チーム　 宇都宮　遼 事務

【陪席】

愛媛大学 教育・学生支援機構教育企画室　特任助教 上月　翔太 ＦＤ

愛媛大学

ネットワークコア運営協議会の構成員に関する申合せ(抄）
（組織）第２　協議会は、次の（１）～（４）に掲げる構成員をもって組織する。
　　（１）　議長
　　（２）　各コア校のＦＤ担当者
　　（３）　各コア校のＳＤ担当者
　　（４）　各コア校の事務担当者

      令和２年度　第７回ネットワークコア運営協議会出席者名簿

【Zoom開催】２月２２日（月）１３：００～１３：５５

徳島大学

香川大学

高知大学
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